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第1日　7月17日（金）
日程表

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場
1F　特別会議場 1F　中ホールA 1F　中ホールB 1F　107＋108 2F　小ホール

 8：00

 9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

現地のみ 現地+オンデマンド
P日本専門医機構認定講習

8：10～9：10
社員総会/名誉・功労会員 

表彰式

9：10～9：40
新理事会

10：00～12：00
シンポジウム1

ここまできた！婦人科腫瘍 
研究のいまpart 1 

～基礎から臨床導入が 
待たれる研究まで～

座長：上田　豊　　関根正幸　
演者：竹中　慎　　谷口智紀　
　　　白石　悠　　村上　暉　
　　　宮本絵美里　田畑　務　

12：15～13：15
ランチョンセミナー1

婦人科腫瘍のベストプラクティス―根治
性を担保した治療アプローチの最適化―

座長：三浦清徳　　　　　
演者：松村謙臣　金尾祐之

共催：コヴィディエンジャパン株式会社

13：30～14：30
特別講演

抗TROP2抗体によるADC創
薬の展開：未来に向けた戦略

座長：片渕秀隆
演者：濱田洋文

14：40～16：40
シンポジウム2

卵巣癌に対するMISの将来性
座長：小林栄仁　
　　　馬場　長　
演者：小玉美智子
　　　林　茂徳　
　　　高橋伸卓　
　　　西田正和　
　　　棚瀬康仁　
　　　久慈志保　

10：00～11：40
ワークショップ1

センチネルリンパ節， 
保険収載後の将来性

座長：小林裕明　万代昌紀
演者：戸上真一　梅村康太
　　　上田　和　矢幡秀昭
　　　小松宏彰　吉野育典

12：15～13：15
ランチョンセミナー2

子宮体癌治療の最新動向
座長：山上　亘
演者：吉原弘祐

共催：アストラゼネカ株式会社

14：30～15：50
ディスカッション1

初回手術におけるEscala-
tionとDe-escalation， 
どちらに向かっていくのか
座長：寺井義人　佐藤豊実
演者：古澤啓子　田部　宏
　　　加藤一喜　金尾祐之

16：00～17：20
ディスカッション2

再発時に手術と薬物療法を 
どう使い分けていくのか

座長：三上幹男　永瀬　智　
演者：伏木　淳　宮本雄一郎
　　　西川忠曉　三田村卓　

10：00～11：00
International Workshop

Frontiers of Robotic Surgery in 
Asia：Evolution and 

Perspectives
Chairs：Tsukasa Baba
　　　　Yoo Young Lee

11：00～12：00
野澤記念受賞講演
座長：馬場　長
演者：吉田康将
　　　森裕太郎
　　　村上幸祐

12：15～13：15
ランチョンセミナー3
座長：鈴木　直　
演者：宇佐美知香
　　　大野達也　

共催：MSD株式会社

14：30～15：30
日本腫瘍循環器学会合同企画

婦人科腫瘍学と 
腫瘍循環器学の連携

座長：田畑　務
演者：向井幹夫

15：40～17：10
コルポスコピー小委員会 

合同企画
「そのコルポ， 

本当に読めていますか？」 
―教育・実践から考える 
コルポスコピーのあり方―

10：00～10：50
高得点演題1
座長：田中智人
　　　増山　寿

10：50～11：40
高得点演題2
座長：加藤一喜
　　　大石徹郎

12：15～13：15
ランチョンセミナー4

子宮体癌治療を再考する 
～手術・薬物療法の選択～

座長：馬場　長 演者：安彦　郁
共催：エーザイ株式会社

13：30～14：20
高得点演題3
座長：佐藤慎也
　　　野村弘行

14：20～15：10
高得点演題4
座長：長阪一憲
　　　徳永英樹

15：10～16：00
高得点演題5
座長：津田尚武
　　　井箟一彦

16：10～17：30
ASGO-JSGO joint 

session
Chairs： Dong Hoon Suh 

Yusuke Kobayashi

10：00～11：00
一般口演

卵巣腫瘍1　維持療法
座長：寺本瑞絵

11：00～12：00
一般口演

卵巣腫瘍2　薬物療法
座長：見延進一郎

12：15～13：15
ランチョンセミナー5

変わりつつある婦人科のがん
ゲノム医療と当院の取り組み
座長：加藤一喜 演者：中村康平
共催：中外製薬株式会社

13：30～14：30
一般口演

卵巣腫瘍3　予後因子
座長：山田竜太郎

14：30～15：20
一般口演

卵巣腫瘍4　HBOC
座長：中井英勝

15：30～16：30
一般口演

卵巣腫瘍5　症例報告
座長：長船綾子

 座長：藤井多久磨　長阪一憲
コーディネーター＆コメンテーター：
 藤井多久磨　田中良道
 コーディネーター：長阪一憲　　利部正裕
 症例提示：真里谷奨　　　　　　
病理所見コメンテーター：川上　史　　　　　　
コルポスコピー所見コメンテーター：田崎和人
 演者：平良祐介　　水島大一

9：50～9：55　開会式

■P
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第6会場 第7会場 第8会場 ハンズオン 
セミナー会場

ポスター 
会場

企業展示 
会場

病理標本 
検鏡室

2F　204 2F　206 2F　207 2F　201＋202 1F　大ホールB＋C 1F　106

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

10：00～11：10
一般口演

子宮体部腫瘍1　症例報告
座長：秋元太志

11：10～12：00
一般口演

子宮体部腫瘍2
座長：田中京子

12：15～13：15
ランチョンセミナー6

多様化する全身化学療法標準治療後
の治療戦略 

―セミプリマブの意義と役割―
座長：長谷川幸清 演者：四元房典
共催：リジェネロン・ジャパン株式会社

13：30～14：20
一般口演

卵巣腫瘍6　手術
座長：山下　剛

14：20～15：20
一般口演

子宮体部腫瘍3
座長：曾根献文

15：40～16：40
スポンサードセミナー1

“発症前”へ広がるHBOC診療―BRCA遺
伝学的検査適応拡大とGene Awareness―
座長：三浦清徳 演者：植木有紗
共催： ミリアド・ジェネティクス合同会社/ 

株式会社エスアールエル

10：00～11：00
一般口演

子宮頸部腫瘍1
座長：久慈志保

11：00～12：00
一般口演

卵巣腫瘍7　症例報告
座長：新倉　仁

12：15～13：15
ランチョンセミナー7

婦人科薬物療法と有害事象に
ついて考える―漢方薬の有用性―
座長：梶山広明　演者：藤原聡枝
共催：クラシエ薬品株式会社

13：30～14：15
一般口演

子宮頸部腫瘍2
座長：角　俊幸

14：20～15：20
一般口演

子宮頸部腫瘍3 
放射線治療1
座長：松元　隆

12：15～13：15
ランチョンセミナー8

婦人科がん診療におけるリキッドバ
イオプシーと抗HER2 ADCの新展開
座長：西尾　真　演者：西川忠曉
共催：ガーダントヘルスジャパン株式会社

14：20～15：20
一般口演

子宮頸部腫瘍4　症例報告
座長：西川隆太郎

10：00～13：30
ポスター掲示

13：30～17：40
ポスター閲覧

17：40～18：40
ポスターセッ

ション

18：40～19：10
ポスター撤去

10：00～18：00
企業展示

10：00～18：00
検鏡
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第2日　7月18日（土）
日程表

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場
1F　特別会議場 1F　中ホールA 1F　中ホールB 1F　107＋108 2F　小ホール

 8：00

 9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

現地のみ 現地+オンデマンド
P日本専門医機構認定講習

9：20～9：50
緊急セッション

10：00～12：00
シンポジウム3

臨床試験の読み解き方
座長：渡利英道
　　　島田宗昭
演者：武隈宗孝
　　　矢内原臨
　　　利部正裕
　　　鈴木幸雄
　　　西尾　真

12：15～13：15
ランチョンセミナー9

Experts’ Choice―テクノロジーを
活かす手術戦略―

座長：加藤一喜　　　　　
演者：安彦　郁　金尾祐之

共催：Integra Japan 株式会社

13：30～15：30
シンポジウム4

ここまできた！婦人科腫瘍 
研究のいまpart 2 

～基礎から臨床導入が 
待たれる研究まで～

座長：吉原弘祐　馬淵誠士　
演者：山ノ井康二　四元房典
　　　千代田達幸　織田克利
　　　田村　亮　太田啓明　

16：00～17：30
日本産科婦人科学会合同企画

婦人科がんにおける
Precision Medicine，遺伝性
腫瘍診療に関するOverview
座長：渡利英道　織田克利
演者：朝野拓史　小林佑介
　　　増田健太　須藤　保

8：50～9：50
ワークショップ2

妊孕性温存治療の今
座長：鈴木　直　山上　亘　　
演者：幅田周太朗　小澤梨紗子
　　　金田倫子　坂井健良　　

10：00～11：00
医療安全講習会

終末期医療における医療安全：患者
の意思が尊重されたDNAR指示

座長：川名　敬
演者：橋本暁佳
11：00～12：00

日本サルコーマ治療研究学会
合同企画

子宮肉腫の治療戦略
座長：長谷川幸清　　　　
演者：内藤陽一　横山幸浩
共催：エーザイ株式会社

12：15～13：15
ランチョンセミナー10
MIS傍大動脈リンパ節郭清の 

Tips and Pitfalls
座長：関山健太郎　　　　
演者：松浦基樹　野村秀高

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

13：30～15：00
ディスカッション3

子宮頸部腺癌での放射線か 
広汎の治療選択

座長：大野達也　横山良仁　
演者：近澤研郎　関山健太郎
　　　染谷正則　安藤　謙　

15：30～17：20
ワークショップ3

合併症対策～尿管・腸管・ 
血管損傷を中心に～

座長：近藤英司　竹原和宏
演者：瀧川　若　尾身牧子
　　　西川恭平　野村秀高
　　　上原　圭　三木　淳
　　　伊庭　裕　　　　　

9：00～10：30
Tumor Board

　　　　　座長：田畑　務　
　　　　　　　　吉野　潔　
　プレゼンター：本橋　卓　 
　　　　　　　　金城泰幸　
コメンテーター：三上芳喜　 
　　　　　　　　坪山尚寛　 
　　　　　　　　温泉川真由

10：50～11：50
子宮鏡研究会合同企画

子宮鏡の基礎から 
悪性腫瘍に関連する子宮鏡まで
座長：小玉美智子　　　　
演者：近藤春裕　長阪一憲
　　　山上　亘　曾根献文

12：15～13：15
ランチョンセミナー11

PARP阻害剤投与後の次の一手～
PSR卵巣癌におけるPARP阻害剤

リチャレンジの位置づけ～
座長：馬場　長　演者：長尾昌二

共催：アストラゼネカ株式会社/MSD株式会社

13：30～14：30
スポンサードセミナー2
婦人科悪性腫瘍手術における 

新たな戦略と可能性 
―ダビンチで挑むNext Stage―
座長：寺井義人　演者：金尾祐之

共催：インテュイティブサージカル合同会社

14：40～15：40
スポンサードセミナー3

進行・再発子宮体癌の一次治療戦
略：現時点の最適解と次の一手
座長：山上　亘　演者：武隈宗孝

共催：MSD株式会社

15：55～16：55
感染対策講習会

がん治療中に重要な 
ワクチン接種
座長：増山　寿
演者：黒沼幸治

9：00～9：50
高得点演題6
座長：京　　哲
　　　田中京子

9：50～10：40
高得点演題7
座長：西　洋孝
　　　森定　徹

11：00～12：00
スポンサードセミナー4

抗体薬物複合体の 
免疫学的メカニズムの可能性 

～Tisotumab Vedotin から学ぶ～
座長：松村謙臣　演者：濵西潤三

共催：ジェンマブ株式会社メディカルアフェアーズ本部

12：15～13：15
ランチョンセミナー12
標準治療はどう進化するのか 

―ICI 時代の進行・再発子宮頸癌に 
おけるテブダックの役割―

座長：川名　敬　演者：西川忠曉
共催：ジェンマブ株式会社

14：00～14：40
高得点演題8

座長：磯部真倫　
　　　澤田健二郎

14：40～15：30
高得点演題9
座長：吉野　潔
　　　竹井裕二

9：00～9：50
一般口演

子宮頸部腫瘍5 
チソツマブ ベドチン
座長：添田　周
9：50～10：35
一般口演
卵巣腫瘍8

座長：森　泰輔

10：35～11：35
一般口演

卵巣腫瘍9　基礎研究
座長：碓井宏和

12：15～13：15
ランチョンセミナー13

卵巣明細胞がん薬物療法における新
たな治療選択肢～ハイツエキシンの
有効性と副作用マネジメント～

座長：岡本愛光　演者：中川　慧
共催：大鵬薬品工業株式会社

13：30～14：40
一般口演

免疫関連有害事象
座長：高橋伸卓

14：40～15：40
一般口演

子宮体部腫瘍4　センチネル
座長：梅村康太

16：30～17：30
スポンサードセミナー5

婦人科がん診療の質を高める患者参画 
～医師と患者のパートナーシップの構築～

座長：鈴木　直　島田宗昭　
演者：鈴木　直　桜井なおみ
　　　矢後綾子　島田宗昭　

共催：エーザイ株式会社メディカル本部
17：30～18：40
市民公開講座

がん患者さんに寄り添う漢方
司会：寺本瑞絵　　　　　　
演者：春日芙貴子　磯山響子
共催： 札幌医科大学「地域に貢献する

北海道がんプロ養成プラン」/ 
株式会社ツムラ

進行上皮性卵巣癌患者の長期
生存を目指して～維持療法全
盛時代における腹腔内化学療
法の有用性を再考する～

座長：岡本愛光
演者：長尾昌二

■P ■P

■P

■P
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第6会場 第7会場 第8会場 ハンズオン 
セミナー会場

ポスター 
会場

企業展示 
会場

病理標本 
検鏡室

2F　204 2F　206 2F　207 2F　201＋202 1F　大ホールB＋C 1F　106

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

9：00～10：00
International Session

（Oral）1
Chairs： Yong Man Kim 

Nobuyuki Susumu

10：00～11：00
International Session

（Oral）2
Chairs：Young-Tak Kim
　　　　　Yasuhisa Terao

12：15～13：15
ランチョンセミナー14

子宮頸がん診療の新展開：p16/Ki67二重免
疫染色が拓く，新たな細胞診のトリアージ戦略

座長：万代昌紀　　　　　　
演者：三上芳喜　藤井多久磨

共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

13：30～14：30
病理セッション

婦人科腫瘍の最適な治療のための 
免疫組織化学 

―婦人科医に知ってもらいたいこと
座長：三上芳喜　渡邊麗子
演者：川上　史　柳井広之　外岡暁子

14：40～15：40
JGOセッション

座長・コメンテーター：安彦　郁 
 小林佑介　馬場　長
 矢幡秀昭　山上　亘
 吉原弘祐　　　　　

15：50～16：50
一般口演

子宮体部腫瘍5
座長：藤原聡枝

9：00～9：50
一般口演

手術・合併症
座長：加藤真弓

10：00～11：00
一般口演

子宮体部腫瘍6　基礎研究
座長：重田昌吾

12：15～13：15
ランチョンセミナー15

Less Invasive, Less Adhesion 
―婦人科悪性腫瘍手術の新潮流―
座長：梶山広明　　　　　　
演者：西尾　浩　小玉美智子

共催：グンゼメディカル株式会社

13：30～14：20
一般口演

子宮頸部腫瘍6
座長：谷川輝美

14：30～15：30
一般口演

子宮体部腫瘍7
座長：宮本　強

15：30～16：20
一般口演
支持療法

座長：山口　建

9：00～10：00
一般口演

免疫チェックポイント阻害薬
座長：西野幸治

10：00～11：00
一般口演

子宮頸部腫瘍7 
放射線治療2
座長：鶴田智彦

11：00～12：10
一般口演

子宮頸部腫瘍8　手術
座長：金内優典

14：30～15：20
一般口演

子宮頸部腫瘍9 
放射線治療3
座長：田代浩徳

15：30～16：40
一般口演

卵巣腫瘍10　基礎研究
座長：長阪一憲

9：00～13：30
ポスター掲示

13：30～17：30
ポスター閲覧

17：30～18：30
ポスター 
セッション

18：30～19：00
ポスター撤去

9：00～18：00
企業展示

19：00～20：30
情報交換会

会場：札幌コンベンションセンター　大ホールA

9：00～17：00
検鏡
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第3日　7月19日（日）
日程表

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場
1F　特別会議場 1F　中ホールA 1F　中ホールB 1F　107＋108 2F　小ホール

 8：00

 9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

現地のみ 現地+オンデマンド
P日本専門医機構認定講習

9：00～10：00
JESGOセッション
座長：山上　亘

10：10～11：50
シンポジウム5

複合がん免疫療法の最前線
座長：京　　哲　
　　　松村謙臣　
演者：濵西潤三　
　　　原野謙一　
　　　温泉川真由
　　　須藤一起　
　　　村上幸祐　

12：20～13：20
ランチョンセミナー16

婦人科がん手術の最前線とこれから
座長：野村弘行　　　　　
演者：木須伊織　金尾祐之
共催：テルモ株式会社

13：30～14：10　会長講演
腟式アプローチによる 

子宮頸癌治療と産科的予後
座長：鈴木　直　演者：齋藤　豪

14：20～15：20
指導医講習会

少子化時代の産婦人科の未来予報
～働き方とサステイナブル医療～

座長：渡部　洋
演者：加藤育民

15：20～15：30　閉会式

9：00～10：30
ワークショップ4

CIN管理の最新動向 
―治療か経過観察か?

座長：藤原寛行　宮城悦子
演者：水島大一　高橋詳史
　　　神下　優　良元大介
　　　永吉陽子　仲澤美善

12：20～13：20
ランチョンセミナー17

再発卵巣癌の治療選択をどう最
適化するか―治療選択のupdate―
座長：吉原弘祐　演者：藤原聡枝
共催：富士製薬工業株式会社

9：00～10：00
日本婦人科腫瘍学会 

若手ワーキンググループ
Winter Gathering

座長：関根花栄　川村温子
演者： 竹田　貴　平山貴裕　石田憲太郎 

城戸完介　青山幸平

10：30～12：00
日本 IVR学会合同企画
婦人科腫瘍とIVR

 座長：梶山広明　曽根美雪　
コメンテーター： 澤田健二郎 

小野澤志郎
 演者：佐藤洋造　西尾福英之
 荒井保典　馬淵誠士　

12：20～13：20
ランチョンセミナー18

婦人科がんにおけるHER2（ERBB2）
の臨床的意義とADC治療への展開 

～遺伝子増幅とタンパク発現の捉え方～
座長：渡利英道　演者：織田克利

共催：第一三共株式会社　メディカルアフェアーズ本部

9：00～9：45　病理症例検討会1
子宮体部上皮性

座長：前田宜延　山下　博
演者：小林まりや　石橋ますみ　竹村紀子
コメンテーター： 外岡暁子　棟方　哲 

川上　史

9：55～10：40　病理症例検討会2
子宮体部間質

座長：刑部光正　板持広明
演者：原　亜紀　山形知央　縞田一輝
コメンテーター： 藏本純子　真田咲子

伊藤寛朗

10：50～11：50　病理症例検討会3
腟，外陰，その他

座長：森谷鈴子　三田村卓
演者： 東友梨子　加藤宏章 

槌野由香里　山下恵子
コメンテーター： 和仁洋治　千葉知宏 

加藤哲子　平木　翼
全体コーディネーター： 渡邊麗子　佐藤勇一郎

佐伯春美　山下　博

9：00～9：40
一般口演

子宮頸部腫瘍10　基礎研究
座長：金野陽輔

10：35～12：05
専門医制度委員会企画
婦人科腫瘍専門医制度の 

再設計に向けた現状分析と課題 
―会員アンケート結果からの考察―
座長：川名　敬　小玉美智子
演者：川名　敬　黒田　浩　
　　　川村温子　伏木　淳　

12：20～13：20
ランチョンセミナー19

医師の働き方を加速する医療DX
座長：安彦　郁　　　　　
演者：神下　優　桐澤崇宏
共催：TOPPAN株式会社

■P

■P
（現地のみ）

■P
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第6会場 第7会場 第8会場 ハンズオンセミナー会場 ポスター 
会場

企業展示 
会場

2F　204 2F　206 2F　207 2F　201＋202 1F　大ホールB＋C

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

9：00～10：35
Young Doctor Session

Chairs： Young Tae Kim 
Jae-Weon Kim 
Tatsuyuki Chiyoda 
Nozomu Yanaihara

12：20～13：20
ランチョンセミナー20

逆境を戦略に変える―ゼロから
の施設改革と進行卵巣癌治療―
座長：矢内原臨　演者：中山健太郎
共催：武田薬品工業株式会社

9：00～9：45
一般口演

腟・外陰腫瘍
座長：片山英人

10：00～10：50
一般口演

卵巣腫瘍11　HBOC
座長：真里谷奨

10：50～11：30
一般口演
その他1

座長：新美　薫

9：00～9：55
一般口演
その他2

座長：志鎌あゆみ

9：55～11：05
一般口演

その他　症例報告
座長：芳川修久

11：05～11：55
一般口演

卵巣腫瘍12　症例報告
座長：市川英俊

9：00～12：00
日本婦人科腫瘍学会 

教育委員会 
ハンズオンセミナー

共催：コヴィディエンジャパン株式会社

9：00～15：00
企業展示
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第
１
日

公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム

7月 17 日（金） 第 1日

第 1会場

10：00～12：00
シンポジウム1：ここまできた！婦人科腫瘍研究のいま part 1

～基礎から臨床導入が待たれる研究まで～
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 和歌山県立医科大学医学部先進予防・健康医学講座 上田 豊
琉球大学 関根正幸

S1 1 婦人科腫瘍手術 AI ナビゲーション研究の最前線―モデル開発から臨床実装へのト
ランスレーション―

昭和医科大学 竹中 慎
S1 2 AI と XR を活用した婦人科がん手術ナビゲーションシステムの開発

国立がん研究センター研究所医療AI研究開発分野 谷口智紀
S1 3 非侵襲的 MRI バイオマーカーを用いた子宮頸癌の根治放射線治療線量の推定

慶應義塾大学放射線科学教室（治療） 白石 悠
S1 4 MPA 抵抗性子宮体癌細胞に対するフェロトーシス誘導剤の有効性

大阪医科薬科大学 村上 暉
S1 5 Notch 依存性腫瘍内不均一性による卵巣癌腹膜播種制御機構

名古屋大学 宮本絵美里
S1 6 卵巣癌・播種巣検出のためのアミノレブリン酸塩酸塩を用いた光線力学診断の有効

性と安全性の検討
東京女子医科大学 田畑 務

12：15～13：15
ランチョンセミナー1：婦人科腫瘍のベストプラクティス―根治性を担保し

た治療アプローチの最適化―
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 長崎大学 三浦清徳
LS1 1 薬物療法の立場から

近畿大学 松村謙臣
LS1 2 手術療法の立場から

がん研究会有明病院 金尾祐之
共催：コヴィディエンジャパン株式会社

13：30～14：30 特別講演 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 くまもと森都総合病院 片渕秀隆
SL 抗 TROP2 抗体による ADC 創薬の展開：未来に向けた戦略

札幌医科大学研究連携推進機構免疫医薬開発講座 濱田洋文
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第
１
日

14：40～16：40 シンポジウム2：卵巣癌に対するMIS の将来性
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 大分大学 小林栄仁
岩手医科大学 馬場 長

S2 1 卵巣癌低侵襲手術の課題と将来
大阪大学 小玉美智子

S2 2 卵巣癌に対する腹腔鏡下手術の現状と課題
東邦大学医療センター大橋病院 林 茂徳

S2 3 当院における卵巣癌に対する MIS の適応とその実際
静岡県立静岡がんセンター 高橋伸卓

S2 4 先進医療「腹腔鏡下卵巣癌・卵管癌・腹膜癌根治術」の導入経験と今後の展望
大分大学 西田正和

S2 5 Lap-PAND における左 b1 郭清の膜解剖学的工夫～腎筋膜前葉を基軸とした安全・
高精度郭清の実践～

兵庫県立がんセンター 棚瀬康仁
S2 6 I 期上皮性卵巣癌の AYA 世代患者に対する腹腔鏡下妊孕性温存手術の腫瘍学的安

全性について
聖マリアンナ医科大学 久慈志保

第 2会場

10：00～11：40 ワークショップ1：センチネルリンパ節，保険収載後の将来性
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 宗像水光会総合病院 小林裕明
京都大学 万代昌紀

WS1 1 子宮頸・体癌センチネルリンパ節生検の保険収載に向けてのこれまでの歩み
鹿児島大学 戸上真一

WS1 2 センチネルリンパ節生検時の注意点・実際の使用経験について
豊橋市民病院 梅村康太

WS1 3 インドシアニングリーン蛍光法による子宮悪性腫瘍センチネルリンパ節生検の取り
組み

国際医療福祉大学三田病院 上田 和
WS1 4 子宮頸がんセンチネル生検の実際

九州大学 矢幡秀昭
WS1 5 特定臨床研究下で導入した子宮体癌に対するセンチネルナビゲーション

鳥取大学 小松宏彰
WS1 6 子宮体癌におけるセンチネルリンパ節生検の安全な導入―標準化へ向けた課題と工

夫
がん・感染症センター都立駒込病院 吉野育典
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第
１
日

12：15～13：15 ランチョンセミナー2 第 2会場（1F 中ホールA）

座長 慶應義塾大学 山上 亘
LS2 子宮体癌治療の最新動向

新潟大学 吉原弘祐
共催：アストラゼネカ株式会社

14：30～15：50
ディスカッション1：初回手術におけるEscalation と De-escalation，どちら

に向かっていくのか
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 神戸大学 寺井義人
筑波大学 佐藤豊実

D1 1 静岡県立静岡がんセンター 古澤啓子
D1 2 国立がん研究センター東病院 田部 宏
D1 3 北里大学 加藤一喜
D1 4 がん研究会有明病院 金尾祐之

16：00～17：20 ディスカッション2：再発時に手術と薬物療法をどう使い分けていくのか
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 湘南医療大学／茅ヶ崎中央病院 三上幹男
山形大学 永瀬 智

D2 1 がん研究会有明病院 伏木 淳
D2 2 埼玉県立がんセンター 宮本雄一郎
D2 3 東京慈恵会医科大学 西川忠曉
D2 4 北海道大学 三田村卓

第 3会場

10：00～11：00
International Workshop：Frontiers of Robotic Surgery in Asia：Evolution

and Perspectives
第 3会場（1F 中ホールB）

Chairs Iwate Medical University Tsukasa Baba
Samsung Medical Center, Sungkyunkwan University Yoo Young Lee

IWS 1 Advances in the Application of Robotic Surgical System in the Treatment of En-
dometrial Cancer

Xinhua Hospital affiliated to Shanghai Jiao Tong University Xipeng Wang
IWS 2 Robotic Surgery for Gynecologic Oncology in Korea：Current Status, Outcomes,

and Evolving Indications―A Narrative Review
Samsung Medical Center, Sungkyunkwan University Yoo Young Lee

IWS 3 Past, Present, and Future of Robotic Surgery in Gynecology
Cancer Institute Hospital, Japan Yoichi Aoki
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第
１
日

IWS 4 Evolution of Robotic Surgery in Gynecologic Oncology：Current Status and Per-
spectives from Over 1,400 Cases in Asia

Yamanashi Prefectural Central Hospital, Japan Ikuko Sakamoto

11：00～12：00 野澤記念受賞講演 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 岩手医科大学 馬場 長
公募 卵巣癌腹膜播種における臓器表面微量腹水中の細胞外小胞の機能解析

名古屋大学 吉田康将
公募 婦人科がんの治療抵抗性克服に向けた新規治療戦略の開発

新潟大学医歯学総合病院 森裕太郎
公募 免疫チェックポイント阻害薬奏功をもたらす卵巣明細胞がんの腫瘍免疫微小環境の

探索
近畿大学 村上幸祐

12：15～13：15 ランチョンセミナー3 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 聖マリアンナ医科大学 鈴木 直
LS3 1 子宮頸癌治療の最適化に向けて：KN A18 試験の臨床への実践と課題

愛媛大学 宇佐美知香
LS3 2 婦人科癌 RCT を正しく読み解くために：放射線治療の『用語』と『数値』の妥当性

群馬大学腫瘍放射線学講座 大野達也
共催：MSD株式会社

14：30～15：30 日本腫瘍循環器学会合同企画 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 東京女子医科大学 田畑 務
JP1 婦人科腫瘍学と腫瘍循環器学の連携

大阪がん循環器病予防センター 向井幹夫

15：40～17：10

コルポスコピー小委員会合同企画：
「そのコルポ，本当に読めていますか？」―教育・実践から考えるコルポス
コピーのあり方―

第 3会場（1F 中ホールB）

座長 公益財団法人東京都予防医学協会 藤井多久磨
帝京大学 長阪一憲

CP1 1 オープニング＆コルポスコピーの教育について
コーディネーター＆コメンテーター 公益財団法人東京都予防医学協会 藤井多久磨

大阪医科薬科大学 田中良道
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第
１
日

CP1 2 コルポスコピー検査の実践について
コーディネーター 帝京大学 長阪一憲

症例提示 札幌医科大学 真里谷奨

病理所見コメンテーター 琉球大学大学院医学研究科細胞病理学講座 川上 史

コルポスコピー所見コメンテーター
IARC-IFCPC Distance Learning Colposcopy Course

トレーナー/トレーニー 大阪医科薬科大学 田中良道/田路明彦
横浜市立大学 水島大一/松永梨沙
昭和医科大学 三村貴志/出嶋弥広

久留米大学 田崎和人
CP1 3 CIN の治療介入とフォローアップ

コーディネーター 岩手医科大学 利部正裕
CP1 3 1 治療後フォローアップとコルポスコピー Quality Indicator について

琉球大学病院 平良祐介

CP1 3 2 CIN 治療・軽快後，いつ検診に戻すべきか？―フォローアップ終了の適切なタイミ
ング

横浜市立大学 水島大一

第 4会場

10：00～10：50 高得点演題1 第 4会場（1F 107＋108）

座長 大阪医科薬科大学 田中智人
岡山大学 増山 寿

HS 001 早期子宮頸癌に対する子宮頸部摘出術後の予後に関する多施設後方視検討
近畿大学奈良病院 関山健太郎

HS 002 妊孕性温存広汎子宮頸部摘出術における腹腔鏡下手術と腹式手術の比較：腫瘍学的
予後と生殖転帰

大阪医科薬科大学 橋田宗祐
HS 003 子宮頸部摘出術時の子宮動脈切断は周産期予後に影響するか？

九州大学 浅野間和夫
HS 004 妊孕性温存から妊孕性獲得へ―子宮移植がもたらす新たな可能性

藤田医科大学 木須伊織
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第
１
日

10：50～11：40 高得点演題2 第 4会場（1F 107＋108）

座長 北里大学 加藤一喜
松江市立病院 大石徹郎

HS 005 腹腔鏡下骨盤・傍大動脈リンパ節郭清術を施行した早期卵巣癌 10 例の後方視的検
討

豊橋市民病院 黒柳雅文
HS 006 進行卵巣癌に対する全壁側腹膜切除術と従来式腫瘍減量手術の多施設後方視的研究

東京慈恵会医科大学 小田嶋俊
HS 007 卵巣癌 III 期に対する IDS 時の系統的リンパ節郭清の予後への影響～JCOG 参加施

設多施設共同研究～
鳥取大学 飯田祐基

HS 008 局所再発卵巣明細胞癌に対する手術療法の治療成績
滋賀医科大学 渡邊大祐

12：15～13：15 ランチョンセミナー4 第 4会場（1F 107＋108）

座長 岩手医科大学 馬場 長
LS4 子宮体癌治療を再考する～手術・薬物療法の選択～

金沢大学 安彦 郁
共催：エーザイ株式会社

13：30～14：20 高得点演題3 第 4会場（1F 107＋108）

座長 鳥取大学 佐藤慎也
東海大学 野村弘行

HS 009 当院での子宮癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーション手術の現状と課題
大阪医科薬科大学 寺田信一

HS 010 早期子宮頸癌手術のセンチネルリンパ節生検におけるアプローチ法による違い
国立病院機構仙台医療センター 大山喜子

HS 011 da Vinci および Hugo による子宮体癌 RI+ICG 併用 SN 生検の導入初期成績
鳥取大学 大川雅世

HS 012 低リスク子宮体癌における isolated tumor cells が全生存率に及ぼす影響と今後の
術後治療選択

大阪大学 永瀬慶和

14：20～15：10 高得点演題4 第 4会場（1F 107＋108）

座長 帝京大学 長阪一憲
東北医科薬科大学 徳永英樹

HS 013 プロテオーム解析に基づく絨毛癌特異的分子プロファイルの同定と機能解析
名古屋大学 安井裕子

HS 014 子宮頸部胃型腺癌の進展における腫瘍微小環境の役割：空間トランスクリプトーム
解析による解明

慶應義塾大学 松田理沙
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HS 015 子宮頸部混合癌の空間解析が明らかにした TGF-β 駆動性の神経内分泌分化と微小
環境形成機構

東京大学 良元大介
HS 016 婦人科悪性腫瘍 PDX 基盤の確立と CM-miR-143 子宮頸癌治療

大阪医科薬科大学 土橋裕允

15：10～16：00 高得点演題5 第 4会場（1F 107＋108）

座長 久留米大学 津田尚武
和歌山県立医科大学 井箟一彦

HS 017 子宮内膜がん preclinical を用いた，Lenvatinib+抗 PD-1 抗体併用療法の抗腫瘍メカ
ニズムの解析

近畿大学 加嶋洋子
HS 018 卵巣癌における網羅的表面分子解析による治療標的分子の同定から抗体医薬品の開

発まで
福島県立医科大学 遠藤雄大

HS 019 京都大学附属病院臨床試験：癌ゲノム医療における進行性子宮平滑筋肉腫に対する
抗腫瘍剤の選択

国立病院機構京都医療センター癌ゲノム医療 林 琢磨
HS 020 子宮体部漿液性癌における葉酸受容体 α 発現のデジタル画像解析と ADC 療法標

的妥当性の検討
広島大学 宇山拓澄

16：10～17：30 ASGO-JSGO joint session 第 4会場（1F 107＋108）

Chairs Seoul National University Bundang Hospital Dong Hoon Suh
University of Tsukuba Yusuke Kobayashi

AJ 1 Lasmotinib in Patients with Recurrent Ovarian Cancer（CREATIVE）：A Phase I
Study to Evaluate Safety, Tolerability, and Antitumor Activity

Seoul National University Hospital, Korea Kyung Hee Han
AJ 2 Is Consolidation Therapy Effective in Patients with Early Endometrioid En-

dometrial Cancer Achieving Complete Remission for Fertility-sparing Hormonal
Treatment?

Konkuk University Medical Center Eun Bi Jang
AJ 3 Clinicopathologic Factors Associated with False-Negative Ascites Cytology and

Subtype Concordance with Cell Blocks in Ovarian Cancer
Ajou University Hospital Jimin Lee

AJ 4 Histology-Specific Correlation Between MRI Findings and Pathological Features in
Early-Stage Cervical Cancer

Kyoto University Kazuhiro Kou
AJ 5 REJOICE-Ovarian01：Phase 2 Dose-Optimization Subgroup Analysis - Raludotatug

Deruxtecan（R-DXd）in Asian Patients with Platinum-Resistant Ovarian Cancer
（PROC）

National Cancer Center Hospital East Kenichi Harano
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第 5会場

10：00～11：00 一般口演：卵巣腫瘍 1 維持療法 第 5会場（2F 小ホール）

座長 NTT東日本札幌病院 寺本瑞絵
OS 001 進行卵巣癌における PARP 維持療法のリアルワールドデータ

日本赤十字社和歌山医療センター 西松謙一
OS 002 進行卵巣癌に対するニラパリブ維持療法の実臨床成績―三重県内多施設 72 例の後

方視的検討―
三重大学 岡本幸太

OS 003 プラチナ感受性再発卵巣癌におけるオラパリブ減量投与の臨床的意義
岩手医科大学 田付駿介

OS 004 進行卵巣癌に対する PARP 阻害剤の至適投与タイミングの検討
鳥取大学 澤田真由美

OS 005 進行卵巣癌における PARP 阻害剤維持療法の導入後早期の減量・休薬・中止リス
クの検討

滋賀医科大学 佐川翔子
OS 006 新規の進行卵巣・卵管・腹膜癌に対するニラパリブ維持療法とベバシズマブ維持療

法の比較
大阪国際がんセンター 野々川結依

OS 007 初発進行卵巣癌の HPR 症例に対する Bevacizumab または Niraparib による維持療
法の比較

自治医科大学 田口将啓

11：00～12：00 一般口演：卵巣腫瘍 2 薬物療法 第 5会場（2F 小ホール）

座長 北海道がんセンター 見延進一郎
OS 008 進行卵巣がんに対する extended weekly paclitaxel carboplatin 療法の合併症と有効

性
倉敷中央病院 黒田亮介

OS 009 当院における進行卵巣癌に対する初回治療後の維持療法の効果と腫瘍減量術との関
連

国立病院機構仙台医療センター 大山喜子
OS 010 進行卵巣癌の初回治療における PARP 阻害薬使用後の Pt 感受性再発に対する 2 次

治療
国立病院機構四国がんセンター 藤本悦子

OS 011 PARP 阻害薬治療後の再発卵巣癌に対する化学療法選択の最適化に関する検討
京都大学 金澤怜佳

OS 012 プラチナ感受性再発卵巣癌に対する PARP 阻害剤維持療法後再発例への PARP 阻
害剤再使用の臨床成績

京都大学 三木麻紗与
OS 013 PARP 阻害薬使用歴がプラチナ感受性再発卵巣がんの治療成績に与える影響

自治医科大学 高寺美久
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OS 014 PARP 阻害剤による初回維持療法後の二次治療への影響の検討
弘前大学 重藤龍比古

12：15～13：15 ランチョンセミナー5 第 5会場（2F 小ホール）

座長 北里大学 加藤一喜
LS5 変わりつつある婦人科のがんゲノム医療と当院の取り組み

慶應義塾大学がんゲノム医療センター 中村康平
共催：中外製薬株式会社

13：30～14：30 一般口演：卵巣腫瘍 3 予後因子 第 5会場（2F 小ホール）

座長 北海道がんセンター 山田竜太郎
OS 015 初回進行卵巣がんにおける genomic instability score は予後因子となるか？

千葉大学 楯 真一
OS 016 進行卵巣癌における BRCA 変異と KELIM の組み合わせによる無増悪生存期間層

別化
群馬大学 平川隆史

OS 017 プラチナ感受性再発卵巣癌の PARP 阻害薬治療予後予測における KELIM の限界
と臨床背景の有用性

京都大学 梅宮槙樹
OS 018 進行卵巣癌 NAC-IDS 症例における組織型別 KELIM 値と腫瘍減量術完全切除との

関連
千葉大学 奧谷理恵

OS 019 好中球リンパ球比低下と腫瘍上皮内 CD8+腫瘍リンパ球浸潤は進行上皮性卵巣癌の
予後因子となる

産業医科大学 柴原真美
OS 020 卵巣癌初回治療におけるニラパリブ維持療法の治療効果予測因子の検討

杏林大学 浅野史男
OS 021 進行卵巣癌におけるニラパリブ維持療法の効果予測因子の検討

埼玉医科大学国際医療センター 佐藤正易

14：30～15：20 一般口演：卵巣腫瘍 4 HBOC 第 5会場（2F 小ホール）

座長 近畿大学 中井英勝
OS 022 妊孕性温存治療を受けた卵巣悪性腫瘍患者の卵巣毒性の検討

茨城県立中央病院研修医 岩田瑛美子
OS 023 プラチナ抵抗性再発卵巣癌における治療パターンの全国レセプト解析

がん研究会有明病院 温泉川真由
OS 024 初発卵巣癌に併発する静脈血栓症管理についての後方視的検討

岡山大学 松岡敬典
OS 025 卵巣・卵管・腹膜癌の術前化学療法導入前 CART は有害事象を減らせるか：多施

設共同研究
順天堂大学 田村奈見
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OS 026 卵管結紮術が卵巣癌の発症に与える影響：システマティックレビュー＆メタアナリ
シス

大阪大学 新垣佑里香
OS 027 本邦での進行卵巣癌におけるベバシズマブの臨床使用状況および費用対効果の検

討―SGSG-019―
四国がんセンター 日比野佑美

15：30～16：30 一般口演：卵巣腫瘍 5 症例報告 第 5会場（2F 小ホール）

座長 刈谷豊田総合病院 長船綾子
OS 028 術前造影 CT 画像を用いた上皮性卵巣癌における腹膜・小腸転移に対する人工知能

の診断性能
東京慈恵会医科大学 羽渕えりか

OS 029 当院における進行卵巣癌に対する CT ガイド下針生検による診断の有用性の検討
岩手医科大学 海道善隆

OS 030 進行上皮性卵巣癌に対する超音波ガイド下針生検の組織診断および HRD 検査の可
否に関する検討

岡山大学 谷 佳紀
OS 031 進行卵巣がん・卵管癌・腹膜癌の針生検診断―Optimal cases と not so suitable

cases―
大阪市立総合医療センター 市村友季

OS 032 婦人科悪性腫瘍の術前病変評価における FAPI-PET/CT の有用性
大阪大学 浅野啓太

OS 033 進行卵巣癌における診断方法が予後に与える影響に関する検討
武蔵野赤十字病院 土肥聖未

OS 034 付属器癌初回診断時における骨転移症例の検討
愛媛大学 中橋一嘉

第 6会場

10：00～11：10 一般口演：子宮体部腫瘍 1 症例報告 第 6会場（2F 204）

座長 札幌医科大学 秋元太志
OS 035 子宮体部中腎様腺癌の 1 例

千葉大学 矢田部沙羅
OS 036 パゾパニブ，エリブリンが無効で，トラベクテジンが奏功した子宮平滑筋肉腫の一

例
羽生総合病院 太田真理子

OS 037 子宮内膜癌と子宮内膜間質肉腫様肉腫の合併を認めた一例
がん・感染症センター都立駒込病院 間野ちひろ

OS 038 子宮体部血管周囲類上皮細胞腫瘍（PEComa）の 2 例
倉敷成人病センター 樋口尚史

OS 039 子宮体癌術後 TC 療法中に非典型的慢性炎症性脱髄性多発神経炎を発症した 1 例
日本医科大学千葉北総病院 渡邉有稀
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OS 040 繰り返すオリゴ再発に対し局所治療のみで長期生存を得ている子宮癌肉腫の 1 例
亀田総合病院 三谷尚弘

OS 041 骨盤リンパ節郭清中に，人工股関節の臼蓋スクリューが骨盤内に露出していること
を認めた一例

佐世保共済病院 勝間慎一郎

11：10～12：00 一般口演：子宮体部腫瘍 2 第 6会場（2F 204）

座長 東邦大学医療センター大橋病院 田中京子
OS 042 術後化学療法後の進行・再発子宮体癌の治療実態と予後：JGOG2055s/PEACH 試

験中間集計
岩手医科大学 永沢崇幸

OS 043 当院の子宮体癌患者に対する MSI 検査及び MMR 免疫組織化学染色と遺伝カウン
セリング実施状況について

東京大学 井上双葉
OS 044 IIIC 期子宮体癌における系統的リンパ節郭清の治療的意義を再考する

兵庫県立がんセンター 澁谷剛志
OS 045 早期子宮体癌根治術における da Vinci Xi vs SP の短期周術期成績に関する検討

倉敷成人病センター 菅野 潔
OS 046 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術における新規術者導入期の郭清の妥当性と安全性

の検討
慶應義塾大学 金澤紀徳

OS 047 免疫チェックポイント阻害薬投与後に施行した子宮がん手術における周術期安全性
の検討

鹿児島大学 白石遥香

12：15～13：15 ランチョンセミナー6 第 6会場（2F 204）

座長 埼玉医科大学国際医療センター 長谷川幸清
LS6 多様化する全身化学療法標準治療後の治療戦略―セミプリマブの意義と役割―

福岡大学 四元房典
共催：リジェネロン・ジャパン株式会社

13：30～14：20 一般口演：卵巣腫瘍 6 手術 第 6会場（2F 204）

座長 市立函館病院 山下 剛
OS 048 進行卵巣癌・腹膜癌に対して審査腹腔鏡を行った過去 12 年の症例から考える MIS

の将来性について
大阪医科薬科大学 田路明彦

OS 049 卵巣癌 IA 期に対する低侵襲手術完遂の予後への検討
兵庫県立西宮病院 小林まりや

OS 050 当院における進行卵巣癌腫瘍減量手術での上腹部手術施行例の手術成績についての
検討

名古屋市立大学 小島龍司



34

第
１
日

OS 051 当院における卵巣悪性腫瘍に対するロボット支援下手術の初期経験
神戸大学 笹川勇樹

OS 052 初期卵巣癌に対する低侵襲手術における術中被膜破綻の頻度と予後への影響
大阪大学 松崎慎哉

OS 053 PARP 阻害薬時代における進行高異型度漿液性卵巣癌の手術時期と BRCA 変異の
影響

がん研究会有明病院 菅野素子

14：20～15：20 一般口演：子宮体部腫瘍 3 第 6会場（2F 204）

座長 東邦大学 曾根献文
OS 054 子宮内膜癌の分子学的検査削減を目的とした病理画像 AI の開発

東京科学大学 高尾茉希
OS 055 当院における子宮体癌 POLE 変異群 119 例の検討

京都大学 浅井智奈美
OS 056 FIGO2023 進行期分類における子宮体癌の LVSI 評価―進行期決定での役割および

臨床病理学的因子の検討―
慶應義塾大学 吉村拓馬

OS 057 免疫表現型と ProMisE 分子分類を統合した再発子宮体癌における免疫療法反応予
測

名古屋大学 片山高明
OS 058 子宮体癌 IA 期・腹水細胞診陽性例における予後の後方視的検討

鹿児島大学 古園 希
OS 059 子宮体癌再発低リスク群の腹水細胞診・腹腔細胞診陽性例における予後についての

検討
三重大学 吉田健太

OS 060 再発子宮体癌に対する LP 療法の治療継続期間に関連する臨床的因子の後方視的検
討

滋賀県立総合病院 平山貴裕

15：40～16：40 スポンサードセミナー1 第 6会場（2F 204）

座長 長崎大学 三浦清徳
SS1 “発症前”へ広がる HBOC 診療―BRCA 遺伝学的検査適応拡大と Gene Aware-

ness―
がん研究会有明病院 植木有紗

共催：ミリアド・ジェネティクス合同会社/株式会社エスアールエル
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第 7会場

10：00～11：00 一般口演：子宮頸部腫瘍 1 第 7会場（2F 206）

座長 聖マリアンナ医科大学 久慈志保
OS 061 同時化学放射線療法後再発子宮頸癌におけるペムブロリズマブ治療前末梢血リンパ

球数の予後的意義
横浜市立大学 道佛美帆子

OS 062 進行子宮頸癌の放射線治療における照射野内組織の空間的な画像変化を用いた予後
予測モデルの構築

福井大学 大沼利通
OS 063 子宮頸癌 CCRT 患者における治療開始前 ALBI score を用いた予後予測因子の検討

三重大学 松本剛史
OS 064 子宮頸癌患者における同時化学放射線療法後のリンパ球回復が予後に与える影響の

検討
横浜市立大学 飯塚敬太

OS 065 多発子宮頸部嚢胞における胃型腺癌を見逃さない術前評価と過剰手術回避
名古屋大学 正橋佳樹

OS 066 中等度リスク子宮頸癌における最適な補助療法戦略：系統的レビューとメタアナリ
シス

東海大学 町田弘子
OS 067 IB3/IIA2/IIB 期子宮頸癌に対する同時化学放射線療法と主治療前化学療法後広汎

子宮全摘術の比較検討
岡山大学 田中佑衣

11：00～12：00 一般口演：卵巣腫瘍 7 症例報告 第 7会場（2F 206）

座長 仙台医療センター 新倉 仁
OS 068 プラチナ抵抗性卵巣癌/腹膜癌オリゴ転移再発に対する放射線治療

済生会川口総合病院腫瘍内科 佐々木滋
OS 069 腹水セルブロック標本により診断・HRD 検査が可能であり早期の治療に繋がった

進行卵巣癌の 2 例
倉敷成人病センター 黒瀬喜子

OS 070 卵巣悪性腫瘍に対する化学療法後に生じた胸腺過形成：甲状腺機能亢進症を合併し
た 2 例

市立貝塚病院 市川冬輝
OS 071 化学療法中に急激な両眼視力低下を呈し癌関連網膜症が疑われた再発卵巣癌の一例

倉敷成人病センター 澤田麻里
OS 072 卵巣成熟嚢胞性奇形腫内の消化管成分より発生した Low-grade Appendiceal Muci-

nous Neoplasm の一例
滋賀医科大学 居出上大起
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OS 073 BRAF 変異を伴う低異型度漿液性卵巣癌に対する分子標的治療により PS および
QOL の改善を認めた一例

熊本市民病院 加藤宏章
OS 074 BRCA2 陽性卵巣癌の術後補助化学療法中にタキサン関連嚢胞様黄斑浮腫を発症し

た 1 例
亀田総合病院 門田優太

12：15～13：15 ランチョンセミナー7 第 7会場（2F 206）

座長 名古屋大学 梶山広明
LS7 婦人科薬物療法と有害事象について考える―漢方薬の有用性―

大阪医科薬科大学 藤原聡枝
共催：クラシエ薬品株式会社

13：30～14：15 一般口演：子宮頸部腫瘍 2 第 7会場（2F 206）

座長 大阪公立大学 角 俊幸
OS 075 生まれ世代別 HPV ワクチン接種状況に基づく子宮頸がん発生リスク予測

大阪大学 中井麻稀
OS 076 医学部・看護学部学生における HPV ワクチン接種の実態調査

東京女子医科大学 村田周子
OS 077 HPV ワクチン関連症状（ISRR）の二相性経過―川崎市母集団に基づく解析

聖マリアンナ医科大学 竹内 淳
OS 078 妊娠中 CIN 管理におけるガイドラインと実臨床の橋渡し―126 例の後方視的検

討―
大阪医科薬科大学 小川範子

OS 079 閉経後女性における子宮頸部細胞診 HSIL の転帰に関する後方視的検討
長崎みなとメディカルセンター 谷川輝美

14：20～15：20 一般口演：子宮頸部腫瘍 3 放射線治療 1 第 7会場（2F 206）

座長 愛媛大学 松元 隆
OS 080 強度変調放射線治療とペムブロリズマブを用いた子宮頸癌に対する根治的化学放射

線療法の忍容性評価
京都大学放射線治療科 平岡伸也

OS 081 CCRT＋キイトルーダ治療中の下痢症状に対する下部消化管内視鏡の診断的意義
帝京大学 西田晴香

OS 082 局所進行子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法～単施設での
使用経験～

自治医科大学 田村昂平
OS 083 当院での進行子宮頸癌に対する KEYNOTE-A18 レジメンの使用経験

国立がん研究センター中央病院 小川史子
OS 084 局所進行子宮頸癌に対してぺムブロリズマブ併用同時化学放射線療法における単施

設後方視的検討
大阪国際がんセンター 森田康之
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OS 085 局所進行子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法 18 例の導入
初期実臨床経験

千葉大学 羽生裕二
OS 086 当科における局所進行子宮頸癌に対する同時化学放射線療法＋Pembrolizumab 併

用療法の検討
和歌山県立医科大学 小西文夏

第 8会場

12：15～13：15 ランチョンセミナー8 第 8会場（2F 207）

座長 久留米大学 西尾 真
LS8 婦人科がん診療におけるリキッドバイオプシーと抗 HER2 ADC の新展開

東京慈恵会医科大学 西川忠曉
共催：ガーダントヘルスジャパン株式会社

14：20～15：20 一般口演：子宮頸部腫瘍 4 症例報告 第 8会場（2F 207）

座長 名古屋市立大学 西川隆太郎
OS 087 CIN3 に対する TLH 術後 3 年で腟断端 VAIN3 から骨盤嚢胞内扁平上皮癌に進展し

た一例
熊本市民病院 直居裕和

OS 088 子宮頸管ポリープから発生した子宮頸部明細胞癌の 1 例
山口県済生会下関総合病院 竹谷俊明

OS 089 子宮頸部小細胞神経内分泌癌・多発肝転移による肝腎症候群に対し全肝照射が有効
であった 1 例

国家公務員共済組合連合会立川病院 荒武淳一
OS 090 円錐切除術後子宮頸癌 1A1 期微小浸潤の診断で経過観察．3 年後にリンパ節再発を

来した 1 例
日本大学板橋病院 岩渕野衣

OS 091 同時化学放射線療法施行 3 年後に石灰化筋腫分娩に伴う膀胱腟瘻，直腸腟瘻をきた
した子宮頸癌の一例

新潟大学 黒澤めぐみ
OS 092 子宮頸癌照射野内再発に対し吸収性スペーサーを用いることで再照射が可能となっ

た一例
広島大学 増成寿浩

OS 093 子宮頸癌に対する同時化学放射線療法中に急性下肢動脈閉塞症を発症し，下腿切断
に至った 1 例

長崎大学 西 真輝
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公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム

7月 18 日（土） 第 2日

第 1会場

9：20～9：50 緊急セッション：カルボプラチン腹腔内投与の臨床実装に向けて
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 国際医療福祉大学／山王病院 岡本愛光
緊急セッション 進行上皮性卵巣癌患者の長期生存を目指して～維持療法全盛時代における腹腔内化

学療法の有用性を再考する～
岡山大学 長尾昌二

10：00～12：00 シンポジウム3：臨床試験の読み解き方 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 北海道大学 渡利英道
東北大学 島田宗昭

S3 1 臨床試験の解釈―臨床試験を「読む」ために，臨床試験を「作る」視点から考える
静岡県立静岡がんセンター 武隈宗孝

S3 2 臨床試験の読み解き方―卵巣癌治療におけるパラダイムシフトと今後の方向性―
東京慈恵会医科大学 矢内原臨

S3 3 リアルワールドにどう持ち込む?―婦人科がん免疫療法試験の結果解釈と患者ごと
の治療選択

岩手医科大学 利部正裕
S3 4 臨床試験を正しく読み解くためのアウトカム/ヘルスサービス研究

岐阜大学 鈴木幸雄
S3 5 最新の治験を網羅する～今後薬物治療を俯瞰する～

久留米大学 西尾 真

12：15～13：15 ランチョンセミナー9：Experts’ Choice―テクノロジーを活かす手術戦略―
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 北里大学 加藤一喜
LS9 1 CUSA の組織選択性を活かす子宮内膜症手術とセンチネルリンパ節生検

金沢大学 安彦 郁
LS9 2 婦人科がん手術における CUSA の役割

がん研究会有明病院 金尾祐之
共催：Integra Japan 株式会社
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13：30～15：30
シンポジウム4：ここまできた！婦人科腫瘍研究のいま part 2

～基礎から臨床導入が待たれる研究まで～
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 新潟大学 吉原弘祐
兵庫医科大学 馬淵誠士

S4 1 卵巣癌がもたらす脂肪酸代謝改変に着目した新規治療戦略開発の試み
京都大学 山ノ井康二

S4 2 難治性卵巣癌に対する多角的アプローチ～分子標的薬の臨床導入と AI 融合解析に
よる新規創薬基盤の構築～

福岡大学 四元房典
S4 3 リキッドバイオプシーとオルガノイドを用いた次世代婦人科がん精密医療への展開

慶應義塾大学 千代田達幸
S4 4 HRP をバイオマーカーとする高異型度漿液性卵巣癌の治療法開発～PLK1 阻害剤，

WEE1 阻害剤～
東京大学統合ゲノム学 織田克利

S4 5 組織因子高発現卵巣明細胞癌の分子特性と tisotumab vedotin の前臨床効果
新潟大学 田村 亮

S4 6 精密病理と空間オミクスの統合による胃型子宮頸部腺癌早期侵襲機構の解明と臨床
応用への展望

川崎医科大学 太田啓明

16：00～17：30
日本産科婦人科学会合同企画：婦人科がんにおけるPrecision Medicine，

遺伝性腫瘍診療に関するOverview
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 北海道大学 渡利英道
東京大学統合ゲノム学 織田克利

JP2 1 婦人科がんにおけるバイオマーカー検査の手引き
北海道大学 朝野拓史

JP2 2 リスク低減卵管卵巣摘出術検体における病理学的所見検出時の管理方針に関する実
態調査

筑波大学 小林佑介
JP2 3 Lynch 症候群診断は婦人科診療をどう変えるか：治療方針への影響と臨床的有用

性
慶應義塾大学 増田健太

JP2 4 がん遺伝子パネル検査の実態調査
藤田医科大学医学部先端ゲノム医療科 須藤 保
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第 2会場

8：50～9：50 ワークショップ2：妊孕性温存治療の今 第 2会場（1F 中ホールA）

座長 聖マリアンナ医科大学 鈴木 直
慶應義塾大学 山上 亘

WS2 1 当院における腟式トラケレクトミーの現状と将来性
札幌医科大学 幅田周太朗

WS2 2 当院における早期子宮頸癌に対する腫瘍散布予防を用いた腹腔鏡下広汎子宮頸部摘
出術の検討

がん研究会有明病院 小澤梨紗子
WS2 3 妊孕性温存治療としての卵巣組織凍結

三重大学 金田倫子
WS2 4 若年子宮体癌の妊孕性温存療法の現状と課題 新たな予後予測モデルの開発にむけ

て
慶應義塾大学 坂井健良

10：00～11：00 医療安全講習会 第 2会場（1F 中ホールA）

座長 日本大学 川名 敬
医療安全 終末期医療における医療安全：患者の意思が尊重された DNAR 指示

札幌医科大学医学部医療安全・病院管理学講座 橋本暁佳

11：00～12：00
日本サルコーマ治療研究学会合同企画：子宮肉腫の治療戦略
（共催：エーザイ株式会社）

第 2会場（1F 中ホールA）

座長 埼玉医科大学国際医療センター 長谷川幸清
JP3 1 子宮肉腫の薬物療法

国立がん研究センター東病院総合内科 内藤陽一
JP3 2 後腹膜肉腫に対する診療科横断的外科手術～骨盤底巨大腫瘍や STUMP に対する

外科治療～
愛知医科大学外科周術期管理学寄附講座 横山幸浩

12：15～13：15 ランチョンセミナー10：MIS 傍大動脈リンパ節郭清の Tips and Pitfalls
第 2 会場（1F 中ホールA）

座長 近畿大学奈良病院 関山健太郎
LS10 1 札幌医科大学 松浦基樹
LS10 2 がん研究会有明病院 野村秀高

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
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13：30～15：00 ディスカッション3：子宮頸部腺癌での放射線か広汎の治療選択
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 群馬大学放射線治療科 大野達也
弘前大学 横山良仁

D3 1 自治医科大学附属さいたま医療センター 近澤研郎
D3 2 近畿大学奈良病院 関山健太郎
D3 3 札幌医科大学医学部放射線治療科 染谷正則
D3 4 群馬大学医学部附属病院放射線治療科 安藤 謙

15：30～17：20 ワークショップ3：合併症対策～尿管・腸管・血管損傷を中心に～
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 三重大学 近藤英司
四国がんセンター 竹原和宏

WS3 1 卵巣癌直腸合併切除における合併症予防戦略：縫合不全とカバリングストーマ
国立がん研究センター中央病院 瀧川 若

WS3 2 卵巣癌腫瘍減量手術における直腸切除時の回腸ストマ造設―判断因子の検討―
がん研究会有明病院 尾身牧子

WS3 3 準広汎子宮全摘術での排尿障害について（MIS と開腹手術の比較）
がん研究会有明病院 西川恭平

WS3 4 婦人科悪性腫瘍手術における他臓器損傷と重篤な合併症の検討
がん研究会有明病院 野村秀高

WS3 5 消化器外科の視点からみた婦人科手術における腸管損傷対策
日本医科大学消化器外科 上原 圭

WS3 6 尿路損傷に対する予防と対応―チームで学ぶ修復術と尿路管理―
東京慈恵会医科大学附属柏病院泌尿器科 三木 淳

WS3 7 腹部骨盤手術時の血管合併症とその対処法
札幌医科大学心臓血管外科 伊庭 裕

第 3会場

9：00～10：30 Tumor Board 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 東京女子医科大学 田畑 務
産業医科大学 吉野 潔

プレゼンター 東京女子医科大学 本橋 卓
産業医科大学 金城泰幸

コメンテーター 熊本大学病院病理診断科 三上芳喜
近畿大学医学部放射線診断学教室 坪山尚寛

がん研究会有明病院 温泉川真由
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10：50～11：50 子宮鏡研究会合同企画：子宮鏡の基礎から悪性腫瘍に関連する子宮鏡まで
第 3会場（1F 中ホールB）

座長 大阪大学 小玉美智子
JP4 1 子宮鏡の基本 婦人科腫瘍分野での子宮鏡利用について

聖マリアンナ医科大学 近藤春裕
JP4 2 子宮鏡による子宮内膜悪性腫瘍診断の精度と安全性

帝京大学 長阪一憲
JP4 3 子宮体癌への妊孕性温存療法における子宮鏡の有用性

慶應義塾大学 山上 亘
JP4 4 AI を用いた子宮鏡診断の開発について

東邦大学 曾根献文

12：15～13：15 ランチョンセミナー11 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 岩手医科大学 馬場 長
LS11 PARP 阻害剤投与後の次の一手

～PSR 卵巣癌における PARP 阻害剤リチャレンジの位置づけ～
岡山大学 長尾昌二

共催：アストラゼネカ株式会社/MSD 株式会社

13：30～14：30 スポンサードセミナー2 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 神戸大学 寺井義人
SS2 婦人科悪性腫瘍手術における新たな戦略と可能性―ダビンチで挑む Next Stage―

がん研究会有明病院 金尾祐之
共催：インテュイティブサージカル合同会社

14：40～15：40 スポンサードセミナー3 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 慶應義塾大学 山上 亘
SS3 進行・再発子宮体癌の一次治療戦略：現時点の最適解と次の一手

静岡県立静岡がんセンター 武隈宗孝
共催：MSD株式会社

15：55～16：55 感染対策講習会 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 岡山大学 増山 寿
感染対策 がん治療中に重要なワクチン接種

札幌医科大学医学部感染学講座感染症学分野 黒沼幸治
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第 4会場

9：00～9：50 高得点演題6 第 4会場（1F 107＋108）

座長 ポネレクリニック大阪 京 哲
東邦大学医療センター大橋病院 田中京子

HS 021 腫瘍指向性を有する AAV-CRISPR/Cas9 による卵巣癌の PD-L1 遺伝子を標的とし
た遺伝子免疫療法戦略

和歌山県立医科大学 八幡 環
HS 022 卵巣癌に対する piggyBac トランスポゾン法を用いたリガンド型 EphB4 CAR-T 細

胞の抗腫瘍効果の検討
信州大学 藤岡磨里奈

HS 023 バソヒビン 2 を標的とする腫瘍血管新生および微小管制御に基づく卵巣がん治療戦
略

自治医科大学 小柳貴裕
HS 024 卵巣明細胞癌における cGAS-STING 経路を介した CD8+ T 細胞活性化と免疫療法

層別化の可能性
大阪大学 田口友美

9：50～10：40 高得点演題7 第 4会場（1F 107＋108）

座長 東京医科大学 西 洋孝
杏林大学 森定 徹

HS 025 卵巣がん手術における直腸合併症対策―縫合不全を腹膜炎にしないドレーン戦略―
千葉大学 錦見恭子

HS 026 進行卵巣癌に対する直腸 S 状結腸切除における縫合不全リスク評価に基づく人工
肛門造設の最適化

国立がん研究センター東病院 大西純貴
HS 027 婦人科手術におけるハイドロフィットの有用性

順天堂大学医学部附属練馬病院 中原万里子
HS 028 婦人科癌術後リンパ浮腫は予防可能な合併症か?―リンパ浮腫専門医の視点からみ

た治療エビデンス―
むくみクリニック形成外科・リンパ外科 三原 誠

11：00～12：00 スポンサードセミナー4 第 4会場（1F 107＋108）

座長 近畿大学 松村謙臣
SS4 抗体薬物複合体の免疫学的メカニズムの可能性～Tisotumab Vedotin から学ぶ～

国立病院機構京都医療センター 濵西潤三
共催：ジェンマブ株式会社メディカルアフェアーズ本部
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12：15～13：15 ランチョンセミナー12 第 4会場（1F 107＋108）

座長 日本大学 川名 敬
LS12 標準治療はどう進化するのか―ICI 時代の進行・再発子宮頸癌におけるテブダック

の役割―
東京慈恵会医科大学 西川忠曉

共催：ジェンマブ株式会社

14：00～14：40 高得点演題8 第 4会場（1F 107＋108）

座長 岐阜大学 磯部真倫
愛媛大学 澤田健二郎

HS 029 円錐切除断端陰性の子宮頸部上皮内腺癌（AIS）における治療戦略の再考
がん研究会有明病院 西野翔吾

HS 030 子宮頸部中等度異形成（CIN2）を 3 年間保存的に経過観察した際の臨床経過に関す
る検討

独立行政法人国立病院機構長崎医療センター 小川真幸
HS 031 子宮頸部上皮における CD86 高発現と制御性 T 細胞の増加は，子宮頸部上皮内腫瘍

の進行と関連する
日本大学 河竹里奈

14：40～15：30 高得点演題9 第 4会場（1F 107＋108）

座長 産業医科大学 吉野 潔
自治医科大学 竹井裕二

HS 032 日本人の進行・再発卵巣低異型度漿液性癌に対する avutometinib+defactinib 併用
療法の第 II 相試験

三重大学 金田倫子
HS 033 卵巣がんにおける腫瘍浸潤リンパ球の AI 解析と相同組換え修復欠損：JGOG3025-

A1 試験
京都大学 濱田航平

HS 034 FRα 陽性 PROC 患者での Mirvetuximab Soravtansine（MIRV）の安全性・有効性
兵庫県立がんセンター 山本香澄

HS 035 PIK3CA ホットスポット変異卵巣明細胞癌に対するリソバリシブ国際共同第 II 相
試験：日本人集団解析

名古屋大学 新美 薫
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第 5会場

9：00～9：50 一般口演：子宮頸部腫瘍 5 チソツマブベドチン
第 5会場（2F 小ホール）

座長 福島県立医科大学 添田 周
OS 094 チソツマブ ベドチン投与に伴う眼毒性に対する当院での予防的対応と治療経過の

概要
長崎医療センター 末 英明

OS 095 当院における再発子宮頸癌に対するチソツマブベドチンの使用経験について
埼玉県立がんセンター 松浦佑宣

OS 096 子宮頸癌における新規抗体薬物複合体チソツマブ ベドチンの使用経験
東京慈恵会医科大学 平井佑佳

OS 097 当院における再発・進行子宮頸癌に対するチソツマブベドチンの使用経験
兵庫県立がんセンター 鈴木裕紀子

OS 098 チソツマブ ベドチン投与症例における有効性と安全性の検討
大阪大学 小松麗華

OS 099 チソツマブ ベドチンの実臨床における治療効果と有害事象の検討：当院 10 例の使
用経験

愛知県がんセンター 水野克彦

9：50～10：35 一般口演：卵巣腫瘍 8 第 5会場（2F 小ホール）

座長 京都府立医科大学 森 泰輔
OS 100 卵巣癌再発に対する二次腫瘍減量術の予後因子に関する検討

倉敷中央病院 由良典子
OS 101 進行卵巣癌に対して NAC+IDS を施行した症例における検討

埼玉県立がんセンター 鈴木由梨奈
OS 102 BRCA 変異陽性卵巣癌患者における初回化学療法中の骨髄抑制についての検証

名古屋大学 菱川里沙
OS 103 当院で経験した卵巣顆粒膜細胞腫 13 例の臨床的検討

新百合ヶ丘総合病院 菊地まほみ
OS 104 卵巣成人型顆粒膜細胞腫における FOXL2 遺伝子・TERT 遺伝子変異についての検

討
宮城県立がんセンター 橋本千明

10：35～11：35 一般口演：卵巣腫瘍 9 基礎研究 第 5会場（2F 小ホール）

座長 千葉県がんセンター 碓井宏和
OS 105 卵巣癌において NAC1 は PCK2 を介して糖新生およびセリン合成経路を活性化す

る
名古屋市立大学医学部附属東部医療センター総合診療科 中山真美

OS 106 卵巣がん由来 miRNA は肝脂肪酸代謝変容を介して血中遊離脂肪酸構成を改変する
日本大学医学部生体構造医学分野 加藤侑希
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OS 107 卵巣癌における代謝依存性の破綻を狙う治療アプローチ―NAMPT 阻害剤とジス
ルフィラム併用療法―

東北大学 工藤 敬
OS 108 卵巣癌腹水形成に関与するポリアミン代謝異常と炎症制御機構

山形大学 堀川翔太
OS 109 ステアリン酸は卵巣癌の膜脂質組成を改変し，腫瘍増殖を抑制する

京都大学 三好さゆり
OS 110 代謝マルチオーム解析による卵巣明細胞癌の GLUT1 依存性代謝の同定

東京大学 森 礼子
OS 111 メタボローム解析を用いた婦人科がんの脂質代謝機構の解明とフェロトーシス誘導

による治療法の開発
大阪大学 赤田 将

12：15～13：15 ランチョンセミナー13 第 5会場（2F 小ホール）

座長 国際医療福祉大学／山王病院 岡本愛光
LS13 卵巣明細胞がん薬物療法における新たな治療選択肢～ハイツエキシンの有効性と副

作用マネジメント～
大阪大学 中川 慧

共催：大鵬薬品工業株式会社

13：30～14：40 一般口演：免疫関連有害事象 第 5会場（2F 小ホール）

座長 静岡がんセンター 高橋伸卓
OS 112 irAE 腸炎と炎症性腸疾患の鑑別が困難であり，長期の多剤治療を要した一例

NTT東日本関東病院 鈴木瑛梨
OS 113 ペムブロリズマブによる irAE 血球貪食性リンパ組織球症を発症した 2 例の検討

茨城県立中央病院 岩田成志
OS 114 脳転移の既往を有する症例で LP 療法初回投与後に発症した irAE 脳炎の 1 例

広島大学 友野勝幸
OS 115 免疫チェックポイント阻害薬を含む化学療法中に発症したサイトカイン放出症候群

の 2 例
浜松医科大学 松家まどか

OS 116 劇的な経過を辿った免疫チェックポイント阻害薬によるサイトカイン放出症候群と
考えられた 1 症例

名古屋市立大学 佐藤 玲
OS 117 婦人科癌における免疫チェックポイント阻害薬関連 hyperprogressive disease の臨

床的特徴
山梨県立中央病院 深田直希

OS 118 大規模言語モデルを用いた免疫関連有害事象の自動判定
京都大学 石田憲太郎

OS 119 免疫チェックポイント阻害薬治療における有害事象と関連する臨床因子の検討
藤田医科大学 磯村くるみ
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14：40～15：40 一般口演：子宮体部腫瘍 4 センチネル 第 5会場（2F 小ホール）

座長 豊橋市民病院 梅村康太
OS 120 当院における早期子宮体癌センチネルリンパ節生検手術の成績と ICG 法の導入初

期の工夫と課題
慶應義塾大学 安藤 佑

OS 121 子宮体癌に対するセンチネルリンパ節マッピング手術の導入と手術成績
神戸大学 高橋良輔

OS 122 中高リスク子宮体癌の傍大動脈リンパ節転移頻度の解析：センチネルリンパ節生検
を見据えて

兵庫県立がんセンター 山中啓太郎
OS 123 子宮体癌における鏡視下センチネルリンパ節ナビゲーション手術の前方視的研究

国立病院機構北海道がんセンター 山田竜太郎
OS 124 早期子宮体癌に対する vNOTES の可能性―ICG 蛍光法によるセンチネルリンパ節

生検―
済生会長崎病院 河野通晴

OS 125 子宮体癌における色素法単独によるセンチネルリンパ節生検の経験
京都桂病院 芦原隆仁

OS 126 婦人科悪性腫瘍に対する dual tracer 法を用いたセンチネルリンパ節生検の初期成
績

東海大学 牧野田知奈美

16：30～17：30
スポンサードセミナー5：婦人科がん診療の質を高める患者参画

～医師と患者のパートナーシップの構築～
第 5会場（2F 小ホール）

座長 聖マリアンナ医科大学 鈴木 直
東北大学 島田宗昭

SS5 1 婦人科がん領域における医療・研究への患者参画
～今後求められる視点と実践課題～

聖マリアンナ医科大学 鈴木 直
SS5 2 Co-creation～ともに創るがん研究～

一般社団法人CSRプロジェクト 桜井なおみ
SS5 3 「生きづらさ」を語り合う場所から，医療が変わる

～コグスネット座談会の取り組み～
NPO法人オレンジティ 矢後綾子

SS5 4 患者さんとともに創る婦人科がん診療
～アンケート調査結果から見えること～

東北大学 島田宗昭
共催：エーザイ株式会社メディカル本部
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17：30～18：40 市民公開講座：がん患者さんに寄り添う漢方 第 5会場（2F 小ホール）

司会 NTT東日本札幌病院 寺本瑞絵
市民公開 1 がん治療を支える漢方

製鉄記念室蘭病院 春日芙貴子
市民公開 2 女性の“ゆらぎ”に寄り添う漢方

札幌医科大学 磯山響子
共催：札幌医科大学「地域に貢献する北海道がんプロ養成プラン」/株式会社ツムラ

第 6会場

9：00～10：00 International Session（Oral） 1 第 6会場（2F 204）

Chairs CHA University Bundang CHA Medical Center Yong Man Kim
International University of Health and Welfare Narita Hospital Nobuyuki Susumu

IS1 01 Spontaneously Ruptured Ovarian Carcinoma Presenting as Acute Abdomen-A Re-
port of Six Cases

Shonan Kamakura General Hospital Kazuya Onuma
IS1 02 EDTA-dependent and Cold Agglutinin-mediated Pseudo-thrombocytopenia during

Combination Chemotherapy with Pembrolizumab：A Case Report
Oita University Kota Konishi

IS1 03 A Rare Case of Adult-Onset Embryonal Rhabdomyosarcoma of the Uterine Cervix
in a 59-Year-Old Woman

Osaka Prefectural Hospital Organization Osaka Habikino Medical Center Mayu Nishiguchi
IS1 04 A Case of Primary Verrucous Carcinoma of the Endometrium Diagnosed Following

Refractory Pyometra
Osaka Prefectural Hospital Organaization Osaka Habikino Medical Center Kodai Shano

IS1 05 Life-threatening Airway Obstruction Caused by Solitary Subglottic Metastasis
from MSI-high Endometrial Endometrioid Carcinoma

National Defense Medical College Hospital Kento Kato
IS1 06 Geriatric Assessment Applied to an Elderly Uterine Carcinosarcoma Patient Prior

to Surgical Treatment.
Mitsui Memorial Hospital Yoko Hasumi

10：00～11：00 International Session（Oral） 2 第 6会場（2F 204）

Chairs CHA University, KSGO Young-Tak Kim
Juntendo University Yasuhisa Terao

IS2 01 Combined Large Cell Neuroendocrine Carcinoma of the Endometrium Treated
with Paclitaxel, Carboplatin, and Durvalumab Followed by Maintenance Therapy
with Durvalumab and Olaparib.

Saku Central Hospital Advanced Care Center Takashi Suzuki
IS2 02 End-of-Life Discussion in Advanced Gynecologic Cancer：When to Start?

Oita University Kentaro Kai
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IS2 03 Clinical Outcomes and Challenges in Recurrent Ovarian Cancer after PARP Inhibi-
tor Maintenance Therapy

Dokkyo Medical University Yoshimasa Kawarai
IS2 04 Medical versus Surgical/Endoscopic Interventions for Malignant Bowel Obstruc-

tion in Patients with Gynecologic Cancer：A Twelve-year Single-center Experi-
ence

Oita University Yoko Aoyagi
IS2 05 Oncologic Outcomes After Incidental Endometrial Cancer Diagnosis at Hys-

teroscopy：A Propensity Score-Matched Comparison with Dilation and Curettage
Ewha Womans University College of Medicine, Republic of Korea Bo Ra Kim

IS2 06 Matrix Metalloproteinase‐1 as an Independent Prognostic Biomarker in Epithelial
Ovarian Carcinoma

Tottori University Kohei Hikino

12：15～13：15
ランチョンセミナー14：子宮頸がん診療の新展開：p16/Ki67 二重免疫染色

が拓く，新たな細胞診のトリアージ戦略
第 6会場（2F 204）

座長 京都大学 万代昌紀
LS14 1 p16/Ki67 二重免疫染色が細胞診にもたらすメリット

熊本大学病院病理診断科 三上芳喜
LS14 2 真のリスクを見極める：子宮頸がん診療における新たなバイオマーカーの活用

東京都予防医学協会検査研究センター 藤井多久磨
共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

13：30～14：30
病理セッション：婦人科腫瘍の最適な治療のための免疫組織化学―婦人科医

に知ってもらいたいこと
第 6会場（2F 204）

座長 熊本大学病院病理診断科 三上芳喜
札幌医科大学病理診断学講座 渡邊麗子

病理 1 子宮頸部病変の免疫組織化学
琉球大学大学院医学研究科細胞病理学講座 川上 史

病理 2 卵巣・卵管・腹膜腫瘍の診断と治療に必要な免疫組織化学
岡山大学病院病理診断科 柳井広之

病理 3 子宮体癌診療における免疫組織化学の実践的意義―MMR・p53 から組織型鑑別ま
で

公益財団法人がん研究会がん研究所病理部 外岡暁子
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14：40～15：40 JGOセッション 第 6会場（2F 204）

座長 金沢大学 安彦 郁
九州大学 矢幡秀昭
筑波大学 小林佑介

Editor-in-Chief よりご挨拶
Seoul National University Dong Hoon Suh

JGO の動向と JSGO-JGO Best Reviewer Award
筑波大学 小林佑介

JGO 論文を著者・査読者・エディターで徹底解剖！
JGO 論文著者

慈恵医科大学 西川忠曉
JGO Principal Editor

金沢大学 安彦 郁
筑波大学 小林佑介

岩手医科大学 馬場 長
九州大学 矢幡秀昭

慶應義塾大学 山上 亘
新潟大学 吉原弘祐

JSGO-JGO Best Reviewer Award受賞者（予定）
「AI を使いこなして論文を書こう！」

山梨県立中央病院 坂本育子

15：50～16：50 一般口演：子宮体部腫瘍 5 第 6会場（2F 204）

座長 大阪医科薬科大学 藤原聡枝
OS 127 子宮体癌における HER2 評価基準の比較検討と予後との関連

山梨県立中央病院 野崎敬博
OS 128 術後再発低・中リスク子宮体癌再発例における，術前・手術検体における p53 異常

と予後の検討
広島大学 福田修司

OS 129 子宮体癌における p53 および β カテニン免疫組織化学染色を用いた予後層別化の
検討

京都桂病院 芦原隆仁
OS 130 乳癌既往の有無は子宮体部漿液性癌の予後に影響するか：後方視的検討

がん研究会有明病院 舩田瑛太郎
OS 131 若年子宮体癌患者において，卵巣温存が予後に与える影響についての検討

新百合ヶ丘総合病院 安藤まり
OS 132 再発子宮体癌における Pembrolizumab 効果予測マーカーとしての全身性炎症指標

と ALBI スコアの有用性
弘前大学 水沼槙人
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OS 133 子宮体癌に対する免疫チェックポイント阻害剤の治療反応性と関連する血液マー
カーの探索

京都大学 平川安佳里

第 7会場

9：00～9：50 一般口演：手術・合併症 第 7会場（2F 206）

座長 国立がん研究センター中央病院 加藤真弓
OS 134 ロボット支援下手術における視野外操作関連血管損傷と再発防止策

島根大学 石川雅子
OS 135 腹式広汎子宮全摘+骨盤リンパ節郭清術後に臍動脈索と尿管による小腸絞扼性イレ

ウスを発症した 2 例
広島市立広島市民病院 坂井裕樹

OS 136 演題取り下げ
OS 137 リンパ節郭清部にアドスプレーを使用し，被包化のう胞が形成されたことで経過不

良であった 3 例
国立病院機構霞ヶ浦医療センター 坂中都子

OS 138 微小血管走行に基づく AI 解析による婦人科腫瘍 MIS での膀胱損傷回避の試み
福岡大学 諸井明仁

OS 139 腹腔鏡下子宮体癌手術における蛍光尿管ステント留置後尿路合併症の検討
東邦大学医療センター大森病院 片倉雅文

10：00～11：00 一般口演：子宮体部腫瘍 6 基礎研究 第 7会場（2F 206）

座長 東北大学 重田昌吾
OS 140 Malic Enzyme 1 阻害は子宮体癌での酢酸メドロキシプロゲステロンの抗腫瘍効果

を増強する
信州大学 内山夏紀

OS 141 子宮体癌における HLA-I 制御機構の分子サブタイプ別解析―MSI-H 群における免
疫回避機構の獲得―

東京大学 玉井佳奈
OS 142 エストロゲンシグナルは子宮体癌の NSMP サブタイプにおいて免疫抑制に関与し

ている可能性がある
名古屋大学 服部諭美

OS 143 子宮平滑筋肉腫の腫瘍微小環境と空間解析
札幌医科大学 齋藤晋平

OS 144 婦人科悪性腫瘍における PDX モデル生着性の検討
大阪医科薬科大学 吉田篤史

OS 145 G-CSF 産生子宮体癌由来細胞株の樹立と分子生物学的特性解析
金沢大学 加戸太陸

OS 146 子宮体部癌肉腫由来新規細胞株の樹立と転写プロファイルの解析
金沢大学 横田貴子
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12：15～13：15
ランチョンセミナー15：Less Invasive, Less Adhesion―婦人科悪性腫瘍手

術の新潮流―
第 7会場（2F 206）

座長 名古屋大学 梶山広明
LS15 1 子宮頸癌に対する低侵襲手術の進化

慶應義塾大学 西尾 浩
LS15 2 その手術，本当に必要？―リスク層別化で考える子宮体癌

大阪大学 小玉美智子
共催：グンゼメディカル株式会社

13：30～14：20 一般口演：子宮頸部腫瘍 6 第 7会場（2F 206）

座長 長崎みなとメディカルセンター 谷川輝美
OS 147 進行・再発子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用化学療法の有効性と安全性

東京慈恵会医科大学 宮本 楓
OS 148 子宮頸癌におけるセミプリマブの有用性および安全性の後方視的検討

東京慈恵会医科大学 中河西絵
OS 149 進行・再発子宮頸癌に対する TC＋Bev+Pem 療法の実臨床における治療成績と予

後因子の検討
兵庫県立がんセンター 山本香澄

OS 150 局所進行子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法の治療成績
兵庫県立がんセンター 光岡真優香

OS 151 子宮頸癌 IVB 期における全身治療後の病態遷移と予後について
岡山大学 依田尚之

OS 152 ペムブロリズマブ維持療法中の COVID-19 を契機に発症した血球貪食症候群の一
例

静岡県立総合病院 戸田愛理

14：30～15：30 一般口演：子宮体部腫瘍 7 第 7会場（2F 206）

座長 信州大学 宮本 強
OS 153 子宮体癌と卵巣癌の重複癌における臨床的・病理学的特徴に関する後方視的検討

埼玉医科大学総合医療センター総合周産期母子医療センター 堀井 翼
OS 154 当院における再発低リスク子宮体癌の後方視的検討

福井大学 佐藤萌香
OS 155 低リスク子宮体癌に対する骨盤リンパ節郭清時の外鼠径上節温存の予後についての

検討
信州大学 山田 靖

OS 156 術前子宮体癌 IA 期に対する vNOTES の中期的予後に関する臨床的検討
自治医科大学附属さいたま医療センター 阿部準也

OS 157 経腟超音波による子宮内膜厚を指標とした，若年子宮体癌妊孕性温存療法の治療奏
効予測モデルの開発

慶應義塾大学 弓削大晴
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OS 158 進行再発低異型度子宮内膜間質肉腫に対するホルモン療法の有効性・安全性の検討
（KCOG-G2201s）

静岡県立静岡がんセンター 川村温子
OS 159 早期子宮肉腫完全切除後の再発リスク因子

名古屋大学 長尾有佳里

15：30～16：20 一般口演：支持療法 第 7会場（2F 206）

座長 広島大学 山口 建
OS 160 子宮頸癌放射線治療における高容量静注鉄剤の輸血抑制効果に関する検討

神戸大学 長又哲史
OS 161 婦人科悪性腫瘍のプラチナ製剤含有化学療法での高用量静注鉄剤の有用性：単独と

併用療法の比較検討
戸田中央総合病院 長嶋武雄

OS 162 下肢リンパ浮腫におけるリンパ管エコーによる LVA 適応拡大
JR東京総合病院リンパ外科・再建外科 原 尚子

OS 163 リンパ管エコーと ICG でみた，婦人科癌術後超早期のリンパ管機能変化
JR東京総合病院リンパ外科・再建外科 原 尚子

OS 164 センチネルリンパ節生検時代における術後『むくみ診断』の再定義―リンパ浮腫専
門医の視点から―

むくみクリニック形成外科・リンパ外科 三原 誠
OS 165 反復する蜂窩織炎にどう向き合うか?―婦人科癌術後リンパ浮腫患者における抗生

物質依存からの脱却―
むくみクリニック形成外科・リンパ外科 三原 誠

第 8会場

9：00～10：00 一般口演：免疫チェックポイント阻害薬 第 8会場（2F 207）

座長 新潟県立がんセンター 西野幸治
OS 166 進行・再発子宮体癌に対するデュルバルマブ併用療法の経験

長崎大学 川下さやか
OS 167 当院の進行・再発子宮体癌に対する DUO-E レジメンの使用経験

石巻赤十字病院 荻原和徳
OS 168 当院における TC+ペムブロリズマブ療法の報告

大阪大学 石井裕友
OS 169 子宮癌肉腫に対する Lenvatinib＋Pembrolizumab 併用療法の使用経験

東北大学 宮原周子
OS 170 進行・再発子宮体癌におけるレンバチニブ，ペムブロリズマブ療法の臨床成績と有

害事象
三重大学 田畑愛生子

OS 171 再発子宮癌肉腫に対する LP 療法の効果は～使用経験を踏まえて～
昭和医科大学 長島 稔
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OS 172 婦人科癌における免疫チェックポイント阻害薬（ICI）とリンパ節郭清の関連につい
ての検討

三重大学 小高紗季

10：00～11：00 一般口演：子宮頸部腫瘍 7 放射線治療 2 第 8会場（2F 207）

座長 大阪大学 鶴田智彦
OS 173 局所進行子宮頸癌に対し導入化学療法後に化学同時放射線療法を施行した 8 症例の

検討
天理よろづ相談所病院 西山大喜

OS 174 高齢子宮頸部扁平上皮癌症例における単独放射線治療の治療成績について
筑波大学医学医療系放射線腫瘍学放射線腫瘍科 藤澤建志

OS 175 COVID-19 Pandemic により寡分割化を行った新鮮子宮頸癌に対する Pure 組織内
照射の治療成績

関西医科大学総合医療センター放射線科 吉田 謙
OS 176 進行子宮頸がんに対する CDDP 併用 CCRT と wTC 併用 CCRT の有効性および安

全性の後方視的検討
自治医科大学附属さいたま医療センター 清水綾乃

OS 177 局所 T4 の子宮頸癌，腟癌の放射線治療症例の臨床経過について検討
公益財団法人がん研究会有明病院 加藤 慧

OS 178 子宮頸癌小線源治療における inverse planning の有用性評価
京都大学医学部附属病院放射線治療科 徳田和樹

OS 179 進行子宮頸癌に対する重粒子線治療の有効性
山形大学 奥井陽介

11：00～12：10 一般口演：子宮頸部腫瘍 8 手術 第 8会場（2F 207）

座長 小樽市立病院 金内優典
OS 180 ルゴール・ヨードを用いて腟側を切除した LEEP266 例の断端状態と予後について

奈良県総合医療センター 豊田進司
OS 181 妊娠中の子宮頸部円錐切除術における合成吸収糸による全周性単結紮縫合法の有用

性
慶應義塾大学 鈴木友浩

OS 182 当科における子宮頸癌に対する腹腔鏡下広汎子宮全摘術の治療成績
北九州市立医療センター 兼城英輔

OS 183 神経温存広汎子宮全摘術後の排尿機能回復不良例における臨床的特徴の検討
信州大学 渡辺大智

OS 184 広汎子宮頸部摘出術後の妊娠率と腫瘍学的予後～システマティックレビューとの比
較検討

日本大学 鎌田早紀
OS 185 子宮頸部摘出術における術中子宮全摘出術への移行の予測因子の検討

九州大学 井ノ又裕介
OS 186 子宮頸癌の放射線治療後遺残に対する術式の選択

がん研究会有明病院 鎌田麻由美
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OS 187 子宮頸癌に対する放射線治療後に子宮摘出術を行った症例についての検討
佐賀大学 栗原麻希子

14：30～15：20 一般口演：子宮頸部腫瘍 9 放射線治療 3 第 8会場（2F 207）

座長 慈恵病院 田代浩徳
OS 188 進行子宮頸癌に対する免疫チェックポイント阻害薬併用同時化学放射線療法の安全

性に関する検討
筑波大学 鈴木悠加

OS 189 当院における子宮頸癌に対する同時化学放射線療法＋ペムブロリズマブ併用療法の
使用成績

岩手医科大学 高木 駿
OS 190 ペムブロリズマブ＋同時化学放射線療法を施行した局所進行子宮頸癌 4 症例の検討

長野赤十字病院 井田耕一
OS 191 局所進行子宮頸癌に対するペムブロリズマブ＋同時化学放射線療法の治療経験

弘前大学 松村由紀子
OS 192 当院における KEYNOTE-A18 レジメンの患者背景と治療効果，有害事象について

の報告
埼玉県立がんセンター 牧野文乃

OS 193 当院でのペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法の使用経験
がん研究会有明病院 竹原洸平

15：30～16：40 一般口演：卵巣腫瘍 10 基礎研究 第 8会場（2F 207）

座長 帝京大学 長阪一憲
OS 194 KRAS G12D 変異卵巣癌に対する新規 EV-DNA バイオマーカーによるコンパニオ

ン診断法の開発
名古屋大学 荒木 甫

OS 195 腟内細菌由来 EV 核酸センシングによる卵管上皮悪性転換機構の解明
名古屋大学 横井 暁

OS 196 DNA 損傷応答を標的とした卵巣明細胞癌治療：ゲムシタビン先行投与による
WEE1 阻害薬併用療法の有効性

東京大学 永井紗恵子
OS 197 卵巣癌細胞の増殖や転移における鉄硫黄クラスター依存と，それらを決定づける環

境因子の解析
宮城県立がんセンター研究所がん薬物療法研究部 橋本栄文

OS 198 単一細胞プロテオーム解析による卵巣がんにおける DNA 損傷応答とヒストン修飾
の連関解析

東京大学 北村周平
OS 199 STIC の形態学的サブタイプと腫瘍微小環境解明の空間トランスクリプトーム解析

大阪大学 清水優作
OS 200 卵巣明細胞癌におけるゲノム変異と組織プロテオミクスの統合解析

東北大学 佐藤直人
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OS 201 質量分析プロテオミクスによる上皮性卵巣癌組織亜型の分子特性解析
東北大学未来型医療創成センター 菱沼英史
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公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム

7月 19 日（日） 第 3日

第 1会場

9：00～10：00 JESGOセッション 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 慶應義塾大学 山上 亘
JESGO 1 JESGOの現在地とこれから

名古屋大学 玉内学志
JESGO 2 JESGOデータ二次利用による臨床研究の展開：センチネルリンパ節生検手術にお

いて
慶應義塾大学 坂井健良

JESGO 3 市中病院における婦人科悪性腫瘍総合入力システム（JESGO）導入とタスクシフト
の実践

広島市立広島市民病院 森川恵司
JESGO 4 多施設共同研究への JESGO導入

名古屋大学 宮本絵美里

10：10～11：50 シンポジウム5：複合がん免疫療法の最前線 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 ポネレクリニック大阪 京 哲
近畿大学 松村謙臣

S5 1 婦人科悪性腫瘍におけるデジタル空間解析を用いた免疫微小環境の解明と精密医療
への応用

京都医療センター 濵西潤三
S5 2 婦人科悪性腫瘍における免疫チェックポイント阻害薬再投与と併用戦略

国立がん研究センター東病院腫瘍内科 原野謙一
S5 3 免疫関連有害事象の管理の pit fall～特に皮膚障害～

がん研究会有明病院 温泉川真由
S5 4 婦人科がんにおける複合免疫療法の開発戦略

国立がん研究センター中央病院腫瘍内科 須藤一起
S5 5 婦人科がんに免疫療法が奏効するメカニズムとバイオマーカーの探索

近畿大学 村上幸祐

12：20～13：20 ランチョンセミナー16：婦人科がん手術の最前線とこれから
第 1会場（1F 特別会議場）

座長 東海大学 野村弘行
LS16 1 藤田医科大学 木須伊織
LS16 2 がん研究会有明病院 金尾祐之

共催：テルモ株式会社
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13：30～14：10 会長講演 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 聖マリアンナ医科大学 鈴木 直
PL 腟式アプローチによる子宮頸癌治療と産科的予後

札幌医科大学 齋藤 豪

14：20～15：20 指導医講習会 第 1会場（1F 特別会議場）

座長 東北医科薬科大学 渡部 洋
GP 少子化時代の産婦人科の未来予報～働き方とサステイナブル医療～

旭川医科大学 加藤育民

第 2会場

9：00～10：30 ワークショップ4：CIN管理の最新動向―治療か経過観察か?
第 2会場（1F 中ホールA）

座長 自治医科大学 藤原寛行
横浜市立大学 宮城悦子

WS4 1 HPV ワクチンによる子宮頸癌の発症予防と再発予防
横浜市立大学 水島大一

WS4 2 CIN2 の管理・転帰に関する real-world data～多施設共同観察研究～
自治医科大学 高橋詳史

WS4 3 CIN の管理を再考する
佐賀大学 神下 優

WS4 4 HLA クラス I 異常に基づく CIN 進展リスクの層別化
東京大学 良元大介

WS4 5 当院で経験した子宮頸部上皮内腫瘍（CIN）2 および 3 に対して治療した症例の経過
について

国際医療福祉大学三田病院 永吉陽子
WS4 6 CIN2～3 に対するレーザー蒸散術の治療成績と妊孕性温存効果：円錐切除との比

較，HPV 陰性化率の検討
NTT東日本札幌病院 仲澤美善

12：20～13：20 ランチョンセミナー17 第 2会場（1F 中ホールA）

座長 新潟大学 吉原弘祐
LS17 再発卵巣癌の治療選択をどう最適化するか―治療選択の update―

大阪医科薬科大学 藤原聡枝
共催：富士製薬工業株式会社
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第 3会場

9：00～10：00 日本婦人科腫瘍学会若手ワーキンググループ：Winter Gathering
第 3会場（1F 中ホールB）

座長 順天堂大学 関根花栄
静岡県立静岡がんセンター 川村温子

WG 1 若手婦人科腫瘍医のキャリア形成を支える Early Career Support Network 構築に
向けて

慶應義塾大学 竹田 貴
WG 2 現行の専門医取得の要件と求められる医師像に乖離はあるのか？

滋賀県立総合病院 平山貴裕
WG 3 生成 AI 時代における腫瘍医としての本質的な業務と臨床・教育への提言～我々の

Human-in-the-Loop モデル～
京都大学 石田憲太郎

WG 4 GYNPATH Gynecology+Pathology～婦人科腫瘍と病理のパス（道・連携）～
大阪大学大学院医学系研究科病態病理学 城戸完介

WG 5 婦人科腫瘍医が燃え尽きないために～サスティナブル施設認定制度と全国ダッシュ
ボード構想～

京都第一赤十字病院 青山幸平

10：30～12：00 日本IVR学会合同企画：婦人科腫瘍と IVR 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 名古屋大学 梶山広明
国立がん研究センター中央病院放射線診断科 曽根美雪

コメンテーター 愛媛大学 澤田健二郎
杏林大学医学部付属病院放射線科 小野澤志郎

JP5 1 婦人科腫瘍に対する IVR：何ができる？
がん研究会有明病院超音波診断・IVR部 佐藤洋造

JP5 2 がん 痛に対する緩和 IVR
奈良県立医科大学放射線診断・IVR学講座，緩和ケアセンター 西尾福英之

JP5 3 婦人科に関わるリンパ系トラブルに対する IVR
国立がん研究センター東病院放射線診断科 荒井保典

JP5 4 婦人科領域の IVR：現状と今後
兵庫医科大学 馬淵誠士
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12：20～13：20 ランチョンセミナー18 第 3会場（1F 中ホールB）

座長 北海道大学 渡利英道
LS18 婦人科がんにおける HER2（ERBB2）の臨床的意義と ADC 治療への展開～遺伝子増

幅とタンパク発現の捉え方～
東京大学統合ゲノム学 織田克利

共催：第一三共株式会社 メディカルアフェアーズ本部

第 4会場

9：00～9：45 病理症例検討会1：子宮体部上皮性 第 4会場（1F 107＋108）

座長 富山赤十字病院病理診断科 前田宜延
東京医療センター 山下 博

PS 001 子宮体部と腹膜病変で異なる病理像を呈し，重複癌との鑑別を要した子宮体部脱分
化癌の一例

兵庫県立西宮病院 小林まりや

コメンテーター 公益財団法人がん研究会がん研究所病理部 外岡暁子
PS 002 子宮内膜症を発生母地とし，著しい扁平上皮化生を呈した類内膜癌の子宮病変と S

状結腸病変
東北大学 石橋ますみ

コメンテーター 市立函館病院病理診断科 棟方 哲
PS 003 G1 類内膜癌を背景に子宮内膜ポリープに限局した未分化癌様成分の増殖を認めた

子宮内膜癌の一例
筑波大学附属病院病理診断科 竹村紀子

コメンテーター 琉球大学大学院医学研究科細胞病理学講座 川上 史

9：55～10：40 病理症例検討会2：子宮体部間質 第 4会場（1F 107＋108）

座長 岩手医科大学医学部病理診断学講座 刑部光正
岩手医科大学医学部臨床腫瘍学講座 板持広明

PS 004 診断に苦慮した子宮原発悪性血管周囲類上皮細胞腫瘍（Perivascular epithelioid cell
tumor）の一例

東京西徳洲会病院 原 亜紀

コメンテーター 慶應義塾大学医学部病理学教室 藏本純子
PS 005 肺病変を伴う子宮平滑筋肉腫に対して子宮全摘と両側付属器摘出術を行い肺病変が

消失した一例
日本赤十字社和歌山医療センター 山形知央

コメンテーター 久留米大学医療検査学科 真田咲子
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PS 006 原発臓器の特定に至らなかった間質腫瘍
田附興風会医学研究所北野病院 縞田一輝

コメンテーター 京都大学医学部附属病院病理診断科 伊藤寛朗

10：50～11：50 病理症例検討会3：腟，外陰，その他 第 4会場（1F 107＋108）

座長 滋賀医科大学 森谷鈴子
北海道大学 三田村卓

PS 007 両側卵巣の Carcinoma admixed with neuroendocrine carcinoma の一例
鹿児島大学生殖病態生理学 東友梨子

コメンテーター 姫路赤十字病院臨床検査ゲノム検査科 和仁洋治
PS 008 HPV 関連腟原発腺癌の一例

熊本市民病院 加藤宏章

コメンテーター がん研究会有明病院細胞診断部 千葉知宏
PS 009 下行結腸表面から発生した，組織学的にミュラー管由来の粘液性癌と考えられた原

発不明癌の一例
慶應義塾大学 槌野由香里

コメンテーター 弘前大学大学院 加藤哲子
PS 010 腟原発の良性混合腫瘍（Mixed tumor of the vagina）の 1 例

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 山下恵子

コメンテーター 静岡県立静岡がんセンター病理診断科 平木 翼

全体コーディネーター 札幌医科大学病理診断学講座 渡邊麗子
宮崎大学医学部病理診断科 佐藤勇一郎
順天堂大学人体病理病態学 佐伯春美

独立行政法人国立病院機構東京医療センター 山下 博

第 5会場

9：00～9：40 一般口演：子宮頸部腫瘍 10 基礎研究 第 5会場（2F 小ホール）

座長 北海道大学 金野陽輔
OS 202 CIN 重症度判定における piRNA 発現変動解析とバイオマーカーとしての有用性の

検討
東京農工大学生物システム応用科学府RNA生物情報学 田中幸来

OS 203 広汎子宮全摘後に TP 療法を実施した子宮頸癌における Fyn 発現と再発との関連
大阪公立大学 千菊智紀

OS 204 子宮頸部胃型腺癌の進展に関与する特異的な miRNA の同定
名古屋大学 山田空明
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OS 205 single-cell 解析による子宮頸癌腫瘍浸潤 T 細胞の免疫学的多様性の検討
慶應義塾大学 松井友哉

10：35～12：05
専門医制度委員会企画：婦人科腫瘍専門医制度の再設計に向けた現状分析と

課題―会員アンケート結果からの考察―
第 5会場（2F 小ホール）

座長 日本大学 川名 敬
大阪大学 小玉美智子

CP2 1 婦人科腫瘍専門医制度について
日本大学 川名 敬

CP2 2 婦人科腫瘍専門医と修練医の現状
立川相互病院 黒田 浩

CP2 3 第 2 回 Winter Gathering における若手医師からの視点（ポイ活制度）
静岡県立静岡がんセンター 川村温子

CP2 4 会員アンケート結果
がん研究会有明病院 伏木 淳

12：20～13：20 ランチョンセミナー19：医師の働き方を加速する医療DX
第 5会場（2F 小ホール）

座長 金沢大学 安彦 郁
LS19 1 怜なる AI が彩る私たちの医療～医療 DX のもたらす恵

佐賀大学 神下 優
LS19 2 DICTOR が拓く次世代の手術説明

札幌医科大学泌尿器科 桐澤崇宏
共催：TOPPAN 株式会社

第 6会場

9：00～10：35 Young Doctor Session 第 6会場（2F 204）

Chair Yonsei University College of Medicine Young Tae Kim
Seoul National University Hospital Jae-Weon Kim

Keio University School of Medicine Tatsuyuki Chiyoda
The Jikei University School of Medicine Nozomu Yanaihara

YD 01 Somatic Symptom Burden is Associated with Anxiety and Depression after
Treatment-induced Ovarian Dysfunction

Cancer Institute Hospital of JFCR Atsushi Fusegi
YD 02 Optimizing Outcomes in Minimally Invasive Radical Hysterectomy：The Protec-

tive Role of a Vaginal Pipe
Korea University Seongmin Kim

YD 03 Development of Methods for Organoid Preparation and Hypothermic Preservation
of Gynecological Cancer Specimens

The University of Osaka Hiroki Kurahashi
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YD 04 Whole-chromosome Loss of Heterozygosity of Chromosome 17 is a Hallmark of
High-grade Serous Ovarian Carcinoma

Kindai University Nara Hospital Shiro Takamatsu
YD 05 A Novel Ferroptosis-related lncRNA-miRNA-mRNA Genes Signature for Predict-

ing Prognosis and Tumor Immune Microenvironment in Endometrial Cancer
through Comprehensive Co-expression Network Analysis

University of Hawaii Cancer Center Hikaru Murakami
YD 06 ERBB2 Amplification in Uterine Endometrial Carcinoma and Uterine Carcinosar-

coma：A Real-World Analysis of the C-CAT Database
Fujita Health University Sayaka Otani

YD 07 Fertility-Sparing Treatment in Endometrial Cancer：The Role of Molecular Classi-
fication Beyond Traditional Selection Criteria - A Systematic Review and Meta-
Analysis

Korea University Anam Hospital Seongmin Kim
YD 08 Immune Responses Induced by Oral Administration of HPV16 E2-Expressing Lac-

tobacillus in a Mouse Model
Nihon University Mitsuru Toeda

12：20～13：20 ランチョンセミナー20 第 6会場（2F 204）

座長 東京慈恵会医科大学 矢内原臨
LS20 逆境を戦略に変える―ゼロからの施設改革と進行卵巣癌治療―

名古屋市立大学医学部附属病院東部医療センター 中山健太郎
共催：武田薬品工業株式会社

第 7会場

9：00～9：45 一般口演：腟・外陰腫瘍 第 7会場（2F 206）

座長 旭川医科大学 片山英人
OS 206 当科における腟がん 10 例の後方視的検討

滋賀県立総合病院 高尾由美
OS 207 VAIN 3 に対する治療法の後方視的検討

九州大学 安永昌史
OS 208 腹腔鏡下骨盤内臓全摘術により根治的切除を達成し得た進行腟癌と肛門管癌の重複

癌の 1 例
東京医科大学 菅原智士

OS 209 成人に発生した外陰部紡錘細胞型横紋筋肉腫の 1 例
大阪市立総合医療センター 野田拓也

OS 210 子宮頸がん再発診断に腟内内視鏡検査が有用であった一例
香川大学 香西亜優美
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10：00～10：50 一般口演：卵巣腫瘍 11 HBOC 第 7会場（2F 206）

座長 札幌医科大学 真里谷奨
OS 211 遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対するリスク低減手術―Hybrid vNOTES と多孔式腹腔

鏡の周術期成績の比較
がん・感染症センター都立駒込病院 吉野育典

OS 212 リスク低減卵管卵巣摘出術後に発症した進行腹膜癌の 2 例
千葉大学 楯ゆかり

OS 213 当院にて HBOC に対し RRSO を施行した 21 例の検討
社会福祉法人函館厚生院函館五稜郭病院 福中規功

OS 214 当院におけるリスク低減卵管卵巣摘出術時に漿液性卵管上皮内癌を認めた 4 例に関
する検討

東北大学 栃木実佳子
OS 215 当院における HBOC 診断を念頭においた遺伝学的検査実施の傾向～男女の性差に

関する視点を含めて～
大阪大学産科学婦人科学遺伝子診療部 鶴田智彦

OS 216 当院での HBOC 患者に対する腹腔鏡下 RRSO と RRM・乳房再建術の合同一期的
手術の現状

富山大学 山田清貴

10：50～11：30 一般口演：その他 1 第 7会場（2F 206）

座長 名古屋大学 新美 薫
OS 217 手術画像 AI は医学生教育を変えうるか

京都大学 嶋村卓人
OS 218 大規模言語モデルを用いたカルテ情報の構造化に向けた取り組み

京都大学 宮本泰斗
OS 219 AYA 世代サポートチームによる継続的な関わりの婦人科がん診療における有効性

の報告
総合病院国保旭中央病院 高橋健太

OS 220 働き方改革が婦人科腫瘍修練医の研修に与えた影響：改革前後の比較検討
久留米大学 那須洋紀

OS 221 電子問診/治療日誌をもとにしたがん薬物療法中における患者報告アウトカムに関
する実態調査

TXP Medical株式会社プラットフォーム事業本部/医療データ事業部 佐藤雅和

第 8会場

9：00～9：55 一般口演：その他 2 第 8会場（2F 207）

座長 筑波大学 志鎌あゆみ
OS 222 当科における婦人科悪性腫瘍に対する癌遺伝子パネル検査の臨床的有用性の検討

埼玉医科大学国際医療センター 重松幸佑
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OS 223 がん遺伝子パネル検査で判明した生殖細胞系列由来であることが推定される病的バ
リアントへの課題

山形大学 清野 学
OS 224 婦人科がんにおけるゲノムバイオマーカーと分子標的治療の現状：C-CAT データ

ベース 9,377 例の解析
奈良県立医科大学 福井陽介

OS 225 高齢卵巣癌患者における CARG スコアと栄養状態評価の臨床的意義
大阪府済生会野江病院 横江巧也

OS 226 単一大学病院での高齢婦人科疾患患者に対する G8 スクリーニングを用いた高齢者
機能評価の導入

産業医科大学 植田多恵子
OS 227 80 歳以上の婦人科悪性腫瘍患者の現状について

姫路赤十字病院 西田友美

9：55～11：05 一般口演：その他 症例報告 第 8会場（2F 207）

座長 名古屋大学 芳川修久
OS 228 婦人科臓器に発生した悪性リンパ腫の 7 例

岡山大学 谷岡桃子
OS 229 吸収性スペーサーを留置し放射線治療を行った骨盤内再発腫瘍の 4 例

京都府立医科大学 吉田尚平
OS 230 婦人科悪性腫瘍に大動脈十二指腸瘻を合併した 3 例

北里大学 高橋 諒
OS 231 管理に難渋した後腹膜脱分化型脂肪肉腫の 1 例

総合南東北病院 古川茂宜
OS 232 ホスネツピタント投与で過敏性反応（infusion reaction，アレルギー反応）を発症し

た卵巣癌の 5 例
亀田総合病院 金本嘉久

OS 233 子宮筋層と両側卵巣に転移を認めた膵神経内分泌腫瘍の 1 例
トヨタ記念病院 岡田拓大

OS 234 卵巣癌・子宮体癌同時性重複癌に対し妊孕性温存治療を行い妊娠に至った 1 例
帝京大学 五條実生子

11：05～11：55 一般口演：卵巣腫瘍 12 症例報告 第 8会場（2F 207）

座長 旭川医科大学 市川英俊
OS 235 CIN3 で子宮全摘 4 年後に発症し，診断に苦慮した卵巣扁平上皮癌の 1 例

倉敷成人病センター 岩田泰輔
OS 236 ペムブロリズマブによる多彩な免疫関連有害事象に続き乳糜胸を発症した卵巣癌肉

腫 TMB-H の一例
聖マリアンナ医科大学 上田成美

OS 237 ベバシズマブと経口シクロホスファミド併用療法が有効であった再発卵巣癌の 1 例
福島県立医科大学 岡部慈子
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OS 238 CYP2C8 遺伝子多型によりパクリタキセルの代謝遅延が疑われた一例
東北大学 庄子嘉美

OS 239 多臓器不全により集中治療管理を要した卵巣卵黄嚢腫瘍の 1 例
飯塚病院 柘植竜太

OS 240 オラパリブ維持療法中にニューモシスチス肺炎を発症し治療再開が可能であった卵
巣癌の 1 例

聖マリア病院 井上寧々

ハンズオンセミナー会場

9：00～12：00 日本婦人科腫瘍学会 教育委員会ハンズオンセミナー
ハンズオンセミナー会場（2F 201＋202）

共催：コヴィディエンジャパン株式会社
※事前登録制です．
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公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム ポスターセッション

7月 17 日（金） 第 1日

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 TV ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 001 当院における再発子宮頸癌 5 例に対するテブダックの使用経験
埼玉医科大学国際医療センター 綿重直樹

P 002 地方一般病院におけるチソツマブ ベドチン導入と眼科連携
松江市立病院 藤岡里奈

P 003 当科におけるチソツマブべドチンの初期使用経験
青森県立中央病院 田村良介

P 004 当院におけるチソツマブ ベドチン 3 例の使用経験
豊橋市民病院 姜真以乃

P 005 再発子宮頸癌に対して Tisotumab Vedotin 投与中に瞼球癒着を来した 1 例
徳島大学 乾 宏彰

P 006 当院における再発子宮頸癌に対するチソツマブ ベドチンの使用経験
福井大学 山田しず佳

P 007 当科における進行・再発子宮頸癌に対するチソツマブベドチン導入経験
国立病院機構高崎総合医療センター 東 杏莉

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 診断 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 008 子宮頸部多嚢胞性病変に対する診断および治療の検討
弘前大学 追切裕江

P 009 分葉状頸管腺過形成（LEGH）を疑う子宮頸部嚢胞性病変における悪性病変の検討
市立貝塚病院 松谷和奈

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 治療 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 010 IVB 期子宮頸癌に対する骨盤部放射線治療のアンケート調査結果（JGOG1088S/
JROSG22-1）

自治医科大学放射線医学講座 小川一成
P 011 血管浸潤を伴う子宮頸癌再発病変に対して，症状改善目的に侵襲的アプローチを試

みた 2 例
三沢市立三沢病院 張 賀冕

P 012 進行再発子宮頸がんに対するペムブロリズマブ併用化学療法の検討
がん・感染症センター都立駒込病院 中村玲子

P 013 子宮頸癌 pT2b 症例の臨床的特徴の検討
市立柏原病院 田川南斗

P 014 同時化学放射線治療中における子宮頸部組織生検の有用性
横浜市立大学 佐久間千尋
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P 015 本邦における進行子宮頸癌に対する治療選好調査：患者・医師間の志向ギャップの
検討

国立病院機構京都医療センター 濵西潤三
P 016 子宮頸癌 IIIC1 期に対する初回治療成績の検討

安城更生病院 松井真実
P 017 Bulky な局所進行子宮頸がんに対する術前子宮動注化学療法を行った 27 症例の検

討
福井県立病院 堀 芳秋

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 病理 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 018 子宮頸癌術後の静脈侵襲が予後に与える影響の検討
佐賀大学 藤玄一郎

P 019 子宮頸部すりガラス細胞癌の臨床病理学的検討～JGOG1086S～
北海道大学 石塚泰也

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 ヘルスケア ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 020 臨床 PDFF 画像を用いた子宮頸がん CCRT 前後の骨髄脂肪量変化に関する後方視
的初期検討

順天堂大学放射線診断学講座 大宮慶惠

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 症例報告 1 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 021 免疫併用放射線療法によりアブスコパル効果が示唆された子宮頸癌 IVB 期の高齢
症例

新松戸中央総合病院 中西一歩
P 022 当院におけるチソツマブベドチンの初期投与経験

大垣市民病院 中尾大我
P 023 放射線治療後の免疫チェックポイント阻害剤再投与が奏効した進行子宮頸癌の 2 例

姫路赤十字病院 関 典子
P 024 晩期再発を来した子宮頸部粘液腺癌に対する ICI 併用化学療法の経験

姫路赤十字病院 楠元理恵
P 025 Pembrolizumab 併用同時化学放射線療法が奏功した絨毛癌分化を伴う子宮頸部腺

癌の 1 例
医学研究所北野病院腫瘍放射線科 中嶋 綾

P 026 十二指腸浸潤のため高ビリルビン血症を来した再発子宮頸癌にチソツマブベドチン
が奏効した 1 例

帝京大学 庄司澄夢
P 027 再発子宮頸癌に対してチソツマブ ベドチン療法を施行中の 1 例

東京女子医科大学附属足立医療センター 吉野 愛
P 028 当院における子宮頸がんに対するペムブロリズマブ使用経験

NTT東日本札幌病院 紙谷咲良
P 029 当院におけるセミプリマブの使用経験

大館市立総合病院 横山万智
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P 030 チソツマブベドチンが著効した進行子宮頸癌の 1 例
NTT東日本札幌病院 寺本瑞絵

P 031 ペムブロリズマブを含む化学療法のみによって完全寛解が得られた子宮頸癌 IVB
期の 1 例

水戸赤十字病院 小沼圭祐
P 032 多発リンパ節腫大および肺転移を来した再発子宮頸癌に対して，セミプリマブが奏

功した一例
成田赤十字病院 小池 茜

P 033 チソツマブベドチン投与中に難治性の膀胱タンポナーデを発症した一例
岐阜大学 坊本佳優

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 症例報告 1 irAE
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 034 irAE 腸炎発症により放射線治療継続を断念した局所進行子宮頸癌の一例
浜の町病院 厚井知穂

P 035 進行子宮頸がんに対するペンブロリズマブ投与によるサイトカイン放出症候群が疑
われた一例

広島市立広島市民病院 植田麻衣子
P 036 ICI による多数の irAE を発症した子宮頸癌 IVB 期の症例

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター 石橋朋佳
P 037 セミプリマブによる進行性免疫療法関連粘膜皮膚発疹（PIRME）が疑われた再発子

宮頸癌の 1 例
手稲渓仁会病院 網師本健佑

P 038 セミプリマブにより完全奏効を得た子宮頸癌照射野内再発に合併した自己免疫性脳
炎の 1 例

高知大学 牛若昂志
P 039 免疫チェックポイント阻害薬投与中に原発性胆汁性胆管炎が診断された進行子宮頸

癌の 1 例
香川県立中央病院 早田 裕

17：40～18：40 ポスター：子宮頸癌 症例報告 2 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 040 初回治療より 18 年後に多発肺転移で晩期再発した子宮頸部腺癌の 1 例
大垣市民病院 河合要介

P 041 進行子宮頸癌の精査中に FDG-PET/CT 検査にて全身の骨にびまん性の FDG 集積
を認めた 1 例

豊橋市民病院 簑田 章
P 042 子宮頸部高度異形成治療後に多発リンパ節転移を認めた原発不明扁平上皮癌の一例

岡崎市民病院 石川奈央
P 043 子宮頸部微小浸潤扁平上皮癌（pTIa1）で多発リンパ節腫大を認めた 1 例

秋田大学 和賀正人
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P 044 術前の内診および画像検査でステージングが困難であった，子宮体部浸潤を伴う子
宮頸癌の 1 症例

九州大学病院別府病院 村上孟司
P 045 照射野内外再発をきたした子宮頸癌患者に対して定位放射線療法と外部照射を施行

した 1 例
横浜市立大学 飯島崇善

P 046 子宮頸癌治療後 10 年以上経過し，繰り返す腹痛の原因が潜在性膀胱穿孔であった 2
例

千葉大学 安藤詩音里
P 047 子宮頸部レーザー蒸散術後に発症した子宮頸癌の 1 例

トヨタ記念病院 河原 颯

17：40～18：40 ポスター：腟・外陰腫瘍 症例報告 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 048 子宮頸癌術後に VAIN の再発を繰り返し，14 年後に腟癌を発症した 1 症例
滋賀県立総合病院 星本泰文

P 049 外陰腺癌に対して組織内照射併用腔内照射を行った一例
群馬大学放射線治療科 熊澤琢也

P 050 外陰癌再々発に対して Cemiplimab を使用した一例
横浜市立大学 小河原由貴

P 051 尿道カルンクル好発部分に発生した腟癌の 1 例
新松戸中央総合病院 杉田匡聡

P 052 診断に難渋した腟原発 low-grade endometrial stromal sarcoma の一例
NTT東日本札幌病院 川村航輔

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 ICI ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 053 当院における進行・再発子宮体癌に対する免疫療法併用化学療法の後方視的検討
群馬大学 尾池 妙

P 054 当院における進行・再発子宮体癌に対する TC と免疫チェックポイント阻害薬併用
療法の安全性の検討

慶應義塾大学 木村由実子
P 055 脳転移を伴う子宮体部脱分化癌に免疫チェックポイント阻害薬を含む集学的治療が

有効であった一例
市立札幌病院 佐多綜一郎

P 056 術前化学療法として TC/Pem を施行した，進行子宮体癌症例の使用経験
総合南東北病院 渡邉健史

P 057 当院における進行・再発子宮体癌に対する TC+Pemborlizumab 療法の使用経験に
ついて

埼玉県立がんセンター 植竹七海
P 058 再発子宮体癌に対する免疫チェックポイント阻害薬治療の実臨床成績

名古屋大学 芳川修久
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P 059 SMARCA4 欠損子宮肉腫のリンパ節再発に対し, ペムブロリズマブ併用化学療法が
著効した一例

がん・感染症センター都立駒込病院 栗原大地

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 irAE ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 060 免疫チェックポイント阻害薬を使用した子宮頸がん・子宮体がん症例における免疫
関連有害事象

済生会下関総合病院 矢壁和之
P 061 免疫関連有害事象に対するステロイド投与開始後早期に CMV 腸炎を発症した子宮

体癌の 1 例
近江八幡市立総合医療センター 島 優舞

P 062 免疫チェックポイント阻害薬使用後にリンパ嚢胞感染と急性副腎機能不全を発症し
た子宮体癌の 1 例

福岡赤十字病院 久冨恵理香
P 063 Lenvatinib＋Pembrolizumab 療法中に気管支瘻孔を形成した子宮体癌の 1 例

竹田綜合病院 植田牧子
P 064 当院で経験した免疫チェックポイント阻害剤による副腎不全 3 症例の検討

香川大学 木村華捺
P 065 子宮体癌に対して免疫チェックポイント阻害薬を使用し，irAE 心筋炎を発症した 2

例
大阪大学 山口峻市

P 066 子宮体癌に対する TC+ペムブロリズマブ併用療法中に白質脳症を来した一例
鳥取県立中央病院 工藤明子

P 067 難治性 irAE 大腸炎に対しタクロリムスが奏功した 1 例
北海道大学 櫻井愛美

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 LP ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 068 当院における再発子宮体癌に対する Lenvatinib・Pembrolizumab 併用療法の使用
経験

東京科学大学 郡 悠介
P 069 当科における LP 療法の考察

姫路赤十字病院 中山朋子
P 070 当院における再発子宮体癌に対する Lenvatinib+Pembrolizumab 併用療法の使用経

験
京都第二赤十字病院 加藤聖子

P 071 子宮体がんにおける Lenvatinib＋Pembrolizumab 療法中の骨格筋量変化の検討
北里大学 浜田奈実

P 072 進行・再発子宮体癌に対するレンバチニブ＋ペムブロリズマブ療法の real world
data と後治療の検討

愛知県がんセンター 植草良輔
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P 073 当院における再発子宮体癌に対するレンバチニブ，ペムブロリズマブ併用療法の予
後予測因子の検討

岡山大学 原賀順子
P 074 支持医療により社会復帰とレンバチニブ・ペンブロリズマブ療法を両立した再発子

宮体癌の 1 例
浜松医科大学 伊藤敏谷

P 075 当院におけるレンバチニブ・ペムブロリズマブ併用療法の使用経験
山梨大学 池田頌子

P 076 再発子宮体癌に対する Lenvatinib/Pembrolizumab 併用療法の再投与により治療効
果を得た 1 例

京都府立医科大学附属北部医療センター 沼田朋子
P 077 子宮体癌 LP 療法における weekend-off 法の経験：自覚症状に応じた治療継続支援

日本赤十字社和歌山医療センター 山西優紀夫
P 078 子宮体癌 IVB 期未分化癌に対してレンバチニブ＋ペムブロリズマブ療法で長期維

持を得られた 1 例
杏林大学 縣 博也

P 079 再発子宮体部漿液性癌におけるレンバチニブ＋ペムブロリズマブ併用療法の有効性
と分子生物学的特徴

獨協医科大学埼玉医療センター 磯 勇翔

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 症例報告 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 080 当科で経験した子宮体部中腎様腺癌の 2 症例
倉敷成人病センター 大西湧斗

P 081 子宮内膜卵黄嚢腫瘍の 2 例と文献レビュー
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 梶健太郎

P 082 子宮腺筋症から発生した子宮内膜癌の一例
東邦大学医療センター佐倉病院 江頭大樹

P 083 腺筋症由来と考えられた中腎様腺癌（mesonephric-like adenocarcinoma）の 1 例
国立がん研究センター中央病院 渡部泰心

P 084 ロボット支援下子宮腟上部切断術・仙骨腟固定術後に判明した子宮腺筋症由来非浸
潤性子宮体癌の 1 例

日本医科大学千葉北総病院 深川知明
P 085 術前評価と自然史が対照的であった子宮体癌脱分化癌および未分化癌の 2 例

倉敷成人病センター 干場 勉
P 086 子宮内膜の扁平上皮化生から発生したと考えられる子宮体部扁平上皮癌の一例

洛和会音羽病院 古武陽子
P 087 長期間の子宮留膿腫後に子宮体部原発扁平上皮癌を発症した一例

倉敷成人病センター 谷口 僚
P 088 腹膜播種に対する緩和的放射線治療で良好な局所制御が得られた再発子宮体癌の 1

例
友愛医療センター 大城大介
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P 089 子宮体部中腎様腺癌の 1 例
沖縄県立中部病院 石塚貴紀

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 症例報告・肉腫
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 090 破裂による腹腔内出血を契機に診断された子宮平滑筋肉腫の 1 例
湘南鎌倉総合病院 福田貴則

P 091 子宮類粘液平滑筋肉腫に対して DG 療法施行後 6 か月で再発した一例
松山赤十字病院 行元志門

P 092 術後に低異型度子宮内膜間質肉腫と診断され，重複乳癌とともにアロマターゼ阻害
薬で加療中の 1 例

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター 浅井大策
P 093 異所性子宮内膜症を背景に子宮外に発生した低異型度子宮内膜間質肉腫の 1 例

和歌山県立医科大学 野口智子
P 094 大網転移による急性腹症で発見された低異型度子宮内膜間質肉腫の一例

市立稚内病院 寳田健平
P 095 腫瘍の腟外脱出を来し緊急手術を要した子宮腺肉腫の一例

竹田綜合病院 池添祐貴
P 096 高異型度子宮内膜間質肉腫の 2 例

NHO呉医療センター・中国がんセンター 菅裕美子
P 097 再発高異型度子宮内膜間質肉腫に対して放射線療法が著効した 1 例

王子総合病院 滝沢 章
P 098 閉経移行期に子宮腫瘍の腫大と MRI 所見変化を契機に診断された子宮平滑筋肉腫

の 1 例
東邦大学医療センター大森病院 金尾 健

P 099 高齢者の石灰化筋腫内に発生した子宮平滑筋肉腫の 1 例
篠ノ井総合病院 鹿島大靖

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 有害事象 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 100 Docetaxel の先発医薬品から後発医薬品に変更後，全身浮腫・両側胸水が出現した
一例

岡崎市民病院 佐野友里子
P 101 子宮体癌の術後補助療法として TC 療法後に急性骨髄性白血病を発症した 1 例

神戸市立西神戸医療センター 濱田一磨
P 102 腸管切除後早期に施行した TC 療法中に吻合部離開を来した子宮体癌の 1 例

大阪労災病院 大塚文湖

17：40～18：40 ポスター：子宮体部腫瘍 臨床研究 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 103 当院における子宮体癌の周術期 VTE 発症率および D-dimer の臨床的意義とその規
定因子に関する検討

北里大学 望月美波
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P 104 子宮内膜異型増殖症および子宮体癌に対する高用量黄体ホルモン療法の治療成績と
再発関連因子の検討

埼玉医科大学国際医療センター 新崎雅乃
P 105 再発リスク分類中リスク群の早期子宮体癌症例の再発リスク評価：婦人科腫瘍登録

データベースの解析
東京女子医科大学附属足立医療センター 赤澤宗俊

P 106 子宮平滑筋肉腫に対する最善の治療法・管理方針とは？～自験例を考察する～
一般財団法人住友病院 西村貞子

P 107 当院における子宮肉腫 17 例の臨床的検討
東京都立墨東病院 三浦紫保

P 108 当院における高齢子宮体癌症例の検討
愛媛大学 市川瑠里子

P 109 当院における進行子宮体癌症例の治療と予後についての後方視的検討
市立貝塚病院 吉村明彦

17：40～18：40 ポスター：卵巣腫瘍 症例報告（その他）
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 110 卵巣子宮内膜症性嚢胞手術後に中～低分化型セルトリ・ライディッヒ細胞腫を認め
た一例

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター 前島 翼
P 111 卵巣胚細胞腫瘍から発生した横紋筋肉腫に対して VAC 療法を実施した 1 例

国立病院機構名古屋医療センター腫瘍内科 佐藤真利子
P 112 卵巣癌に併発した腫瘍随伴性小脳変性症の一例

一宮西病院 西村俊哉
P 113 血管肉腫成分を含む卵巣原発の癌肉腫の 1 例

産業医科大学 八木光生
P 114 縦隔内異所性甲状腺が同時に存在していた再発卵巣甲状腺腫の一例

日本大学医学部附属板橋病院 齋藤圭介
P 115 妊娠中に卵巣未熟奇形腫と診断した一例

北九州市立医療センター 北出尚子
P 116 多発性骨髄腫治療中に卵巣癌肉腫を併発し，治療優先順位の判断に苦慮した一例

高山赤十字病院 野村郁哉
P 117 卵巣原発低異型度子宮内膜間質肉腫の 1 例

市立釧路総合病院 西村庸子
P 118 HBOC 乳癌患者の推奨年齢内 RRSO で STIC と乳癌卵巣転移を認めた 1 例

北海道がんセンター 山村満恵
P 119 当院で経験した Sertoli- Leydig 細胞腫の一例

伊勢崎市民病院 小暮佳代子
P 120 Nuck 管に転移した卵巣腫瘍の 2 例

千葉大学 布田奈津子
P 121 類内膜癌を合併した右卵巣中腎様腺癌の 1 例

旭川医科大学 水崎 恵
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P 122 診断に苦慮した Endometrioid borderline ovarian tumor の一例
熊本市民病院 村上望美

P 123 卵巣癌に対する複数の多剤併用化学療法施行後に急性骨髄性白血病を発症した 1 例
トヨタ記念病院 橋本明璃

P 124 病巣摘出により速やかに改善を認めた腫瘍性 DIC・トルーソー症候群合併卵巣腫
瘍の 1 例

岐阜大学 桑山太郎
P 125 AFP 産生腫瘍と絨毛癌が混在した卵巣癌に対して TC 療法＋ベバシズマブ併用療

法が奏功した 1 例
市立札幌病院 小野有香

17：40～18：40 ポスター：卵巣腫瘍 症例報告（良性）
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 126 偶発的に発見された両側卵巣原発リンパ管腫の 1 例
倉敷成人病センター 恩地裕史

P 127 腹腔内悪性腫瘍を疑い手術により診断した類内膜腺線維腫の 1 例
ベルランド総合病院 国本沙紀

P 128 卵巣平滑筋腫・重症子宮内膜症に関連した多量血性腹水の 1 例
帯広厚生病院 森脇征史

P 129 良性卵巣腫瘍に結核性リンパ節腫大を合併したと考えられた 1 例
淀川キリスト教病院 自見倫敦

17：40～18：40 ポスター：卵巣腫瘍 診断 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 130 卵巣腫瘍と鑑別困難であったリンパ腫の 2 例
藤田医科大学ばんたね病院 金尾世里加

P 131 非感染性心内膜炎を発症し診断および治療方針に苦慮した卵巣癌の 1 例
医療法人豊田会刈谷豊田総合病院 佐藤亜理奈

P 132 悪性卵巣腫瘍との鑑別に難渋した卵管卵巣膿瘍の 1 例
トヨタ記念病院 下川浩希

P 133 卵巣がんにおける子宮頸部・子宮内膜細胞診の陽性率：従来法と Liquid-Based Cy-
tology 法の比較

千葉大学 酒井希望
P 134 診査腹腔鏡下生検で診断し術前化学療法・腫瘍減量術で虫垂原発転移性卵巣腫瘍と

再診断した一例
新百合ヶ丘総合病院 有馬宏和

P 135 子宮頸部細胞診/組織診で子宮頸部腺癌と診断し，最終的に卵管癌が判明した一例
岐阜県総合医療センター 尹 麗梅

P 136 全身状態不良により組織学的精査が困難であった卵巣癌の一剖検例
市立釧路総合病院 山岸幹治
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17：40～18：40 ポスター：卵巣腫瘍 臨床研究 1 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 137 卵巣癌の初期症状と検診の有用性についての検討
高知医療センター 山本寄人

P 138 卵巣明細胞癌における Tissue factor 関連 miRNA と癌関連血栓症との関連
防衛医科大学校 伊藤 翼

P 139 初回進行卵巣癌に対する術前化学療法後の予後予測因子としての KELIM スコアの
意義

大垣市民病院 服部 惠
P 140 卵巣がんの全ゲノム解析研究と生殖細胞系列変異

名古屋大学 茂木一将
P 141 婦人科悪性腫瘍におけるトルーソー症候群についての検討

八王子医療センター 佐々木暁夫
P 142 当院における卵巣癌に対するがん遺伝子パネル検査の有用性について

聖マリアンナ医科大学 金森 玲
P 143 NAC を施行した進行卵巣がんの好中球/リンパ球比および予後栄養指数の併用によ

る予後予測の検討
東邦大学医療センター佐倉病院 石田洋昭

P 144 完全切除上皮性卵巣癌における症例構造の可視化と予後因子の検討
名古屋大学 吉原雅人

P 145 消化器癌原発転移性卵巣腫瘍における原発巣別臨床像の検討
斗南病院 田中綾一

P 146 卵巣癌におけるリンチ症候群のユニバーサルスクリーニングの検討
高知大学 樋口やよい

17：40～18：40 ポスター：その他 ICI ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 147 免疫チェックポイント阻害薬治療における免疫関連有害事象と予後の関連
神奈川県立がんセンター 中川沙綾子

P 148 子宮頸癌再発セミプリマブ治療により irAE 筋炎を発症し急変対応した一例
富山県立中央病院 南 里恵

P 149 化学療法抵抗性の再発婦人科癌にペムブロリズマブが著効した MSI-High の 2 例
東京女子医科大学附属足立医療センター 一戸晶元

P 150 当院での免疫チェックポイント阻害薬の使用経験
土浦協同病院 鈴木拓真

P 151 ビタミン D と免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有害事象の関連：ス
コーピングレビュー

京都大学 大須賀拓真
P 152 婦人科がんにおける免疫チェックポイント阻害薬関連副腎不全の後方視的検討

埼玉医科大学国際医療センター 厚川紗愛
P 153 子宮頸癌，体癌における免疫チェックポイント阻害薬の治療効果予測因子としての

GNRI の有用性
広島大学 中本康介
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P 154 婦人科悪性腫瘍に対する免疫療法中に発症した免疫関連有害事象脳炎の 2 例
杏林大学 渡邉百恵

P 155 当院における免疫チェックポイント阻害剤（ICI；Immune Checkpoint Inhibitor）の
使用経験

小牧市民病院 藤原多子
P 156 当院における婦人科悪性腫瘍に対するペムブロリズマブ投与例の irAE の検討

京都市立病院 山本拓郎

17：40～18：40 ポスター：その他 臨床研究 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 157 婦人科癌 TC 療法における血清亜鉛値・BMI と末梢神経障害重症度との関連およ
び亜鉛値の予後への影響

藤田医科大学岡崎医療センター臨床研修センター 村田真悠
P 158 当院における 80 歳以上の高齢婦人科悪性腫瘍患者の現状と課題

大垣市民病院 柴田真由
P 159 単一大学病院での高齢婦人科疾患患者に対する高齢者機能評価の導入と医局員の意

識調査
産業医科大学 武富瑠香

P 160 子宮体癌における術前後の CT 検査の意義についての後方視的検討
福島県立医科大学 加藤麻美

P 161 当院における 80 歳以上の婦人科癌症例の検討
東京都立墨東病院 佐藤愛乃

P 162 傍大動脈リンパ節郭清を伴う婦人科悪性腫瘍手術におけるロボット支援下手術と腹
腔鏡手術の比較

兵庫医科大学 笹野智之
P 163 化学療法誘発性末梢神経障害に対して八味丸を使用した症例の後方視的検討

済生会横浜市東部病院 平野卓朗
P 164 当院における婦人科がん遺伝子パネル検査の実態と臨床的意義

福岡大学 宮田康平
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7月 18 日（土） 第 2日

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 CCRT＋ICI ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 165 ペムブロリズマブ併用に向けた子宮頸癌に対する根治的放射線療法の現状
石切生喜病院 内倉慧二郎

P 166 ペムブロリズマブ併用同時放射線化学療法を導入後，早期に膀胱腟瘻を発症した進
行子宮頸癌の 2 症例

飯塚病院 西山 哲
P 167 局所進行子宮頸がんに対する Pembrolizumab 併用 CCRT 療法の実臨床経験：実現

可能性と安全性の検討
順天堂大学 川田美里

P 168 子宮頸癌に対しペンブロリズマブを使用した同時化学放射線療法症例の後方視的検
討

北九州市立医療センター 瓜生泰恵
P 169 局所進行子宮頸癌に対してペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法を施行した 4

症例
大阪けいさつ病院 江川朗生

P 170 当院における子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用同時化学放射線療法の後方視
的検討

高知大学 林 佐京

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 TV ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 171 再発子宮頸癌におけるチソツマブ・ベドチンの臨床経験
順天堂大学 平沼賢悟

P 172 チソツマブベドチン使用継続のために眼科・薬剤師外来との連携が有効であった 2
症例

総合病院国保旭中央病院 大木崇広
P 173 当院で進行・再発子宮頸癌に対してチソツマブベドチンを使用した 7 症例

千葉県がんセンター 東真理恵
P 174 再発子宮頸癌に対して Tisotumab Vedotin を投与した 7 症例の報告と検討

大阪国際がんセンター 荻本圭祐
P 175 再発子宮頸癌に対するチソツマブベドチン療法を行った 6 症例の初期成績

宮崎大学 後藤裕磨
P 176 再発子宮頸癌に対しチソツマブベドチンを投与し腎機能障害，蛋白尿を来した 1 例

広島市立広島市民病院 築澤良亮

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 手術 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 177 肥満と円錐切除治療成績の関連についての後方視的検討
市立貝塚病院 野村友香

P 178 下平式高周波手術器を用いた子宮頸部円錐切除術の治療成績についての検討
東京科学大学 鍔田芙実子
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17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 センチネル ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 179 当院における子宮頸癌に対するセンチネルリンパ節生検に関する検討
関西電力病院 河合恵理

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 症例報告 3 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 180 子宮頸部明細胞癌の化学療法抵抗性肺転移再発に対して外科的切除が有効であった
1 例

市立青梅総合医療センター 中島文恵
P 181 診断に苦慮した子宮頸部 villoglandular adenocarcinoma の 1 例

友愛医療センター 前濱俊之
P 182 若年発症子宮頸部大細胞神経内分泌癌（LCNEC）の 2 例

東北大学 清水孝規
P 183 子宮頸部に発生した NTRK 遺伝子再構成紡錘形腫瘍の 1 例

中東遠総合医療センター 戎野志織
P 184 子宮頸部針生検から診断した子宮原発悪性リンパ腫の 1 例

豊橋市民病院 鈴木敬子
P 185 子宮頸部原発類内膜癌の 1 例

長崎みなとメディカルセンター 藤井源太
P 186 当科で診断した子宮頸部小細胞神経内分泌癌の検討

佐賀大学 里見雪音
P 187 放射線療法により局所制御が得られた乳房浸潤性小葉癌の子宮頸部転移の一例

久留米大学放射線医学教室 宮田裕作
P 188 Glassy cell carcinoma の診断に至った子宮頸癌の 1 例

野江病院 春日摩耶

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 放射線 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 189 IVB 期子宮頸癌に対する化学療法・骨盤部放射線治療の多施設共同調査研究
（JROSG22-1/JGOG1088S）

神奈川県立がんセンター放射線治療科 土田圭祐
P 190 閉経前に子宮頸癌に対し CCRT にて治療を受けた患者の有害事象に関する後方視

的検討
群馬県立がんセンター 中村和人

P 191 当院における局所進行子宮頸癌に対する放射線治療の予後因子に関する検討
京都府立医科大学 岩井未帆

P 192 子宮頸癌腔内照射において CTV IR 設定が及ぼす放射線治療計画への影響に関する
検討

北海道大学病院放射線治療科 安田耕一
P 193 当院で同時化学放射線治療を施行した子宮頸癌 III/IVA 期症例の検討

愛媛大学 伊藤 恭
P 194 子宮頸癌脳転移に対する放射線治療の治療成績

徳島大学放射線医学分野 川中 崇
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P 195 進行子宮頸癌に対する組織内照射併用腔内照射
国立病院機構福山医療センター放射線治療科 兼安祐子

17：30～18：30 ポスター：子宮頸癌 基礎研究 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 196 HPV 関連がんにおける構造的および機能的相同組換え修復欠損の探索
国立がん研究センターゲノム生物学分野 樋口大樹

P 197 hrHPV 陰性子宮頸がんの診断に有用な血清遊離脂肪酸を用いた診断モデルの開発
日本大学 山崎 凪

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍（病理・研究）
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 198 子宮体癌における ADAR1 発現強度および局在と予後との相関
岡山大学 今谷稜子

P 199 当院の子宮体癌手術症例における p53 免疫組織化学染色の術前検体，手術検体での
比較

国立病院機構横浜医療センター 池部緋十実
P 200 C-CAT データベースに基づく子宮癌肉腫の臨床および分子遺伝学的特徴

藤田医科大学 市川亮子
P 201 神経内分泌成分を伴う子宮体癌の臨床病理学的検討

佐賀大学 梅崎 靖
P 202 がん遺伝子パネル検査を契機に転移病変の診断が修正された子宮内膜癌，大腸癌の

異時性重複癌の一例
広島市立北部医療センター安佐市民病院 本田 裕

P 203 病理人工知能（AI）で測定した腫瘍浸潤部の FOXP3 陽性リンパ球は子宮体癌の予
後予測因子になりうる

防衛医科大学校 羽田 平
P 204 当院における POLE 遺伝子変異検査実臨床導入の現状と課題

獨協医科大学 廣瀬雅紀
P 205 Microsatellite instability score-high を呈する子宮体癌の多様性

鹿児島大学病院病理部・病理診断科 北薗育美

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 研究（基礎） ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 206 卵巣がん患者における抗原自己抗体結合体の網羅的同定
福島県立医科大学 藤森実杜

P 207 高悪性度漿液性卵巣癌における卵管采/卵管/腫瘍 microRNA プロファイリング
名古屋大学 山田友梨花

P 208 高異型度漿液性卵巣癌（HGSOC）における抗体薬物複合体（ADC）標的分子の発現
プロファイリング

埼玉医科大学国際医療センター 濱川和音
P 209 ミトコンドリアと抗酸化物質に着目した化学療法抵抗性卵巣明細胞癌の新規治療法

の確立
奈良県立医科大学 松岡基樹
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P 210 卵巣がんにおける染色体外 DNA（ecDNA）のゲノム的特徴と臨床的意義について
名古屋大学 窪川芽衣

P 211 IL-6 高産生卵巣明細胞癌で IL-6 は腫瘍内リンパ球浸潤を抑制して免疫抑制性の腫
瘍微小環境を形成する

近畿大学 宮川知保
P 212 マウスモデルを用いた高異型度漿液性卵巣癌における転移能を規定する分子機構の

解明
慶應義塾大学 大井健新

P 213 全ゲノム解析および変異シグネチャー解析による卵巣明細胞癌の分子多様性の解明
東北大学 萩原達也

P 214 子宮内膜症関連卵巣癌の癌微小環境とエストロゲン受容体発現
順天堂大学医学部人体病理病態学 佐伯春美

17：30～18：30 ポスター：その他 研究（基礎・その他）
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 215 腹膜中皮間葉転換を標的とした正常中皮マーカー LRRN4 の機能探索
名古屋大学 吉川麻里奈

P 216 腫瘍局所で抗 PD-1 抗体を産生する遺伝子改変ビフィズス菌を用いた免疫療法基盤
の構築

鹿児島大学 窪凜太郎
P 217 β-グルクロニダーゼを分泌する遺伝子改変ビフィズス菌の樹立と Drug Delivery

System（DDS）への応用
鹿児島大学 税所篤志

P 218 当科における婦人科がん患者に対する診断時からの緩和ケア提供の取り組み
市立豊中病院 石田享相

P 219 婦人科悪性腫瘍患者における緩和ケアチーム介入症例の検討
聖マリア病院 浦郷康平

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 DUO-E ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 220 pMMR 再発子宮体癌に対し免疫チェックポイント阻害薬再投与を行った 2 例
北里大学 百合菜々美

P 221 進行・再発子宮体癌に対する TC＋デュルバルマブ併用療法の実臨床成績
大阪国際がんセンター 山部エリ

P 222 子宮体部小細胞神経内分泌癌に DUO-E 療法を施行した一例
富山県立中央病院 吉越信一

P 223 子宮 IVB 期に対しデュルバルマブ・パクリタキセル・カルボプラチン併用療法後
に完全奏功となった 1 例

大阪警察病院 塩見真由
P 224 進行・再発子宮体癌に対する TC＋Durvalumab±Olaparib 療法の実臨床成績

獨協医科大学埼玉医療センター 土屋 慶
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P 225 デュルバルマブ併用療法を施行したレンバチニブ・ペムブロリズマブ療法後の再発
子宮体癌 5 例の検討

信州大学 竹内穂高
P 226 ミスマッチ修復機能欠損を有する進行子宮体癌に対しデュルバルマブ併用化学療法

が著効した 1 例
トヨタ記念病院 淺田健正

P 227 進行・再発子宮体癌 pMMR 症例に対するデュルバルマブ+オラパリブ維持療法の
導入

杏林大学医学部付属杉並病院 宋 吉和

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 irAE ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 228 再発子宮体癌に対するレンバチニブ・ペムブロリズマブ併用療法後に血球貪食症候
群を来した一例

横浜南共済病院 姜 慧蓮
P 229 レンバチニブ追加後に甲状腺機能低下症の増悪とネフローゼ症候群を呈した再発子

宮体癌の 1 例
名古屋市立大学 内村優太

P 230 免疫チェックポイント阻害薬使用後に心筋炎・大腸炎を併発した関節リウマチ合併
再発子宮体癌の 1 例

筑波メディカルセンター病院 野末彰子
P 231 進行子宮体癌に対してペムブロリズマブ投与中に肝障害を生じ，irAE 肝炎の鑑別・

治療に苦慮した 1 例
埼玉県立がんセンター 堀 祥子

P 232 免疫チェックポイント阻害薬使用歴のある患者の術後に発症した irAE-CRS/HLH
の一例

がん研究会有明病院 明樂一隆
P 233 ペムブロリズマブ治療中に多彩な irAE を呈した進行子宮癌肉腫の一例

小倉医療センター 河村京子
P 234 TC＋Pem 療法中に ARDS を発症し，サイトカイン放出症候群が原因と思われた子

宮体癌の 1 例
北九州市立医療センター 鐘江 愛

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 LP ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 235 治療継続が治療効果を支える―LEN/PEM 療法における服薬サポートの意義―
国立病院機構熊本医療センター 山本 直

P 236 再発子宮体癌に対するプラチナ併用療法と LP 療法の治療成績の比較検討
静岡県立静岡がんセンター 伊賀崎麻里

P 237 レンバチニブ・ぺムブロリズマブ併用療法を施行した進行・再発子宮体癌 12 症例
の後方視的検討

倉敷中央病院 中野秀亮
P 238 当院における子宮体がんに対するペムブロリズマブ+レンバチニブ併用療法の実際

岩手医科大学 大野妃香
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P 239 進行・再発子宮体癌に対するレンバチニブ・ペムブロリズマブ併用療法の有用性，
有害事象の検討

国家公務員共済組合連合会浜の町病院 清武早紀
P 240 レンバチニブ・ペムブロリズマブ併用療法における相対用量強度低下と早期病勢増

悪の関連
奈良県総合医療センター 谷口真紀子

P 241 当院における再発子宮体癌に対するレンバチニブ＋ペムブロリズマブ療法の治療成
績

東京医科大学 中澤紘右

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 手術 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 242 当院における子宮体癌に対するロボット手術の後方視的検討
大阪公立大学 安田恭輔

P 243 当科における，子宮体がん腹腔鏡手術症例における術前術後診断の乖離について
飯塚病院 門田千穂

P 244 早期子宮体癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーション手術の経験
倉敷中央病院 堀川直城

P 245 当院における子宮体癌に対するロボット手術の執刀医卒後年数と短期的手術成績の
関係についての検討

総合病院国保旭中央病院 米良健輝
P 246 当院における早期子宮体癌のセンチネルリンパ節ナビゲーション手術の導入成績

川崎医科大学 齋藤 渉
P 247 骨盤リンパ節郭清の有無にみた低リスク子宮内膜癌に対する手術アプローチ別腫瘍

学的転帰の比較検討
藤田医科大学 清水裕介

P 248 蛍光 ICG 法を用いた子宮体癌に対するロボット支援下骨盤内センチネルリンパ生
検

大阪赤十字病院 岩見州一郎
P 249 早期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術とロボット支援手術の予後比較

川崎医科大学 岡本 華

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 症例報告 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 250 ペムブロリズマブ併用化学療法中に pseudo-progression を呈した子宮体癌の 1 例
トヨタ記念病院 春原友海

P 251 予後不良であった POLE 変異陽性の子宮がん肉腫の一例
豊橋市民病院 諸井條太郎

P 252 直腸合併切除を行った子宮体癌 IVA 期の 2 例
福島県立医科大学 佐藤雄翔

P 253 乳がん患者から発症した子宮癌肉腫の症例
愛知医科大学 篠原康一

P 254 発熱を主訴とし急速な進展を遂げた子宮体癌の一例
小樽市立病院初期臨床研修医 奥村礼央菜
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P 255 子宮体部中腎様腺癌の 1 例
王子総合病院 滝沢 章

P 256 診断に苦慮したタモキシフェン投与中に発生した子宮体癌の一例
宇陀市立病院 永井 景

P 257 結節性リンパ球優位型ホジキンリンパ腫を合併した子宮体癌の一例
高知医療センター 藤井渚々子

P 258 転移性脳腫瘍症状で発症した子宮体部混合型小細胞神経内分泌癌の一例
青森県立中央病院 三浦理絵

P 259 子宮肉腫の腹膜播種再発の診断に対して腹腔鏡検査が有用であった 1 例
国立病院機構高知病院 木下宏実

P 260 悪性腫瘍との鑑別を要した血管内病変を伴う腺筋症（intravenous adenomyomato-
sis；IVA）の一例

久留米大学 勝田隆博
P 261 メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患に合併した子宮体部リンパ上皮腫様癌の一

例
岡山大学 藤川 淳

17：30～18：30 ポスター：子宮体部腫瘍 臨床研究 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 262 子宮体癌術後再発中リスク群症例に術後化学療法を施行すべきか
西埼玉中央病院 岩橋秀樹

P 263 当院で 45 歳未満に子宮体癌と診断された患者についての検討
大津赤十字病院 多賀敦子

P 264 当院における子宮内膜癌 III 期症例に対する後療法の検討
筑波大学 須藤麻実

P 265 鏡視下手術を施行した術前再発低リスク子宮体癌における術後 up risk 予測因子
滋賀県立総合病院 中神彩夏

P 266 進行子宮体癌における血清 LDH 高値と予後の関連―初回手術適応再考の可能性―
神戸市立医療センター中央市民病院 馬場航平

P 267 子宮体癌術前診断における子宮内膜全面掻爬術の意義の検討
日本医科大学多摩永山病院 納富嗣人

P 268 子宮体癌 IA 期推定例の術後アップステージ症例における追加リンパ節郭清の検討
がん研究会有明病院 後藤崇人

P 269 進行子宮体癌に対する MPA 療法の治療成績と予後因子の検討
兵庫県立がんセンター 松井克憲

P 270 当院における早期子宮体癌の術前進行期診断についての検討
富山大学 山崎悠紀

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 PARP阻害薬 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 271 HRP 進行卵巣癌における初回治療後ニラパリブ単剤維持療法の有効性予測因子に
関する後方視的検討

兵庫県立がんセンター 田邉昌平



85

ポ
ス
タ
ー

P 272 進行卵巣癌初回治療後 PARP 阻害薬による維持療法中の再発様式と治療戦略
神奈川県立がんセンター 横澤智美

P 273 卵巣癌術後 Bevacizumab+Olaparib 維持療法中に小脳出血を発症した一例
藤田医科大学岡崎医療センター 山田祐太

P 274 PARP 阻害剤により治療関連骨髄性腫瘍を発症した一例
埼玉県立がんセンター 宮村知弥

P 275 PARP 阻害薬維持療法中・後の再発症例の再発治療に関する検討
岡山大学 岡本和浩

P 276 進行卵巣癌における維持療法に関する検討
武蔵野赤十字病院 黒岩華子

P 277 卵巣癌初回治療後に PAOLA-1 レジメンを導入した症例における早期再燃因子の検
討

愛媛大学 森本明美

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 手術 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 278 卵巣成熟嚢胞性奇形腫摘除術後の再発リスクに関する検討
倉敷中央病院 山中智裕

P 279 周術期管理に苦慮した巨大卵巣腫瘍の一例
名古屋市立大学病院附属東部医療センター 近藤好美

P 280 Platinum refractory の胸膜播種に対して胸腔鏡下切除により長期制御を得た卵巣
明細胞癌の一例

広島市立広島市民病院 森川恵司
P 281 卵巣がんにおける術後合併症と免疫栄養指数との関係

東京科学大学 尾臺珠美
P 282 当院における子宮内膜症を背景とした卵巣癌 34 例の周術期成績の後方視的検討

名古屋市立大学 服部昂樹
P 283 卵管癌 IIIC 期症例に対して NAC 後，腹腔鏡下に IDS を試みた一例

国立病院機構都城医療センター 古田 賢
P 284 早期卵巣癌に対する系統的リンパ節郭清の臨床的意義について

関西ろうさい病院 下地香乃子

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 症例報告（その他）
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 285 再発卵巣明細胞癌治療中に Trousseau 症候群による両側内頸動脈閉塞に至ったと
考えられる 1 例

豊田厚生病院 浅野智美
P 286 HRD 陰性だが Special Interpretation と判定された BRCA2 遺伝子バリアントを有

する進行卵巣癌の一例
兵庫県立尼崎総合医療センター 増田望穂

P 287 術前，術中診断に苦慮したセルトリ・ライディッヒ細胞腫の一例
東京女子医科大学 藤間千尋
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P 288 子宮内膜症性嚢胞を発生母地とした卵巣原発扁平上皮癌の一例
信州大学 安藤大史

P 289 卵巣がんにも放射線治療が効くって知ってました？―卵巣癌進行症例に緩和的照射
が奏功した一例―

水戸赤十字病院 藤村正樹
P 290 産後 14 日目の卵巣腫瘍茎捻転に対する緊急腹腔鏡下付属器摘出術後に卵巣粘液性

癌と診断された 1 例
旭川医科大学 市川英俊

P 291 診断・治療に難渋した NTRK 融合遺伝子陽性卵巣血管肉腫の 1 例
NHO呉医療センター 中村紘子

P 292 妊娠中の付属器腫瘍を経過観察され，帝王切開時に摘出した検体から卵管癌が判明
した一例

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 星野 香
P 293 妊娠 32 週切迫早産として母体搬送後に判明した卵巣癌合併妊娠の 1 例

富山県立中央病院 小幡武司

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 臨床研究 2 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 294 プラチナ抵抗性再発卵巣明細胞癌に対するベバシズマブ併用化学療法に関する検討
防衛医科大学校 角倉 仁

P 295 当院で治療した若年者卵巣悪性腫瘍および境界悪性腫瘍の臨床的検討
北里大学 鈴木晶子

P 296 進行卵巣高異型度漿液性癌における術前化学療法レジメン別治療成績の比較
倉敷中央病院 福田真優

P 297 卵巣癌 oligo 再発に対する放射線治療成績
埼玉県立がんセンター放射線治療科 牛島弘毅

P 298 当院における中腎様腺癌（mesonephric-like adenocarcinoma：MLA）の検討
東京医科大学 森田吉洋

P 299 当院における卵巣顆粒膜細胞腫の臨床像についての検討
奈良県総合医療センター 新納恵美子

P 300 当院の卵巣がんの直腸粘膜浸潤症例の予後
千葉大学 中嶋太郎

P 301 当院における卵巣明細胞腺癌の検討
東京都立墨東病院 井上知子

P 302 プラチナ抵抗性再発卵巣がんに対する 5-days トポテカン療法の最適化：ベバシズ
マブ併用の臨床的意義

岩手医科大学 高取恵里子

17：30～18：30 ポスター：卵巣腫瘍 胚細胞性腫瘍 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 303 卵巣成熟嚢胞性奇形腫から神経外胚葉性腫瘍へ悪性転化し再発を認めた 1 例
医学研究所北野病院 児嶋真千子
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P 304 胚細胞腫瘍治療後の再発腫瘍を帝王切開時に摘出し growing teratomasyndrome の
診断に至った 1 例

小牧市民病院 秋田寛文
P 305 Growing teratoma syndrome 治療後の残存成熟奇形腫が悪性転化した一例

秋田大学 牧野健一
P 306 若年発症した成熟奇形腫悪性転化の一例

昭和医科大学横浜市北部病院 小林弘樹
P 307 卵黄嚢腫瘍の所見を認めた上皮性卵巣がんの 3 症例

千葉大学 大塚聡代
P 308 成熟嚢胞性奇形腫から発生した卵巣肉腫の一例

済生会福岡総合病院 眞鍋有紀子
P 309 当院にて 33 年間に診断・治療した卵巣未熟奇形腫 21 症例の臨床的検討

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 鈴木美帆
P 310 卵巣未熟奇形腫に SIADH を合併した一例

小倉医療センター 牛島 崇

17：30～18：30 ポスター：その他 合併症・有害事象
ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 311 アドリアマイシンによるがん治療関連心筋障害（CTRCD）を発症した 4 例の検討
岡山大学 杉原花子

P 312 再発子宮頸癌に対するベバシズマブ投与中，下肢痛のみで発症した後腹膜腔交通型
S 状結腸穿孔の 1 例

東京都立多摩総合医療センター 齋藤茉祐子
P 313 Trousseau 症候群に伴う脳 塞を発症した婦人科癌症例の検討

沖縄県立中部病院 中澤 毅
P 314 Tolvaptan により白金製剤治療が継続できた SIADH 合併婦人科悪性腫瘍の 2 症例

山口大学 梶邑匠彌
P 315 がん薬物療法既往のある妊娠出産 4 症例について

岐阜市民病院 平工由香

17：30～18：30 ポスター：その他 症例報告 1 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 316 メッシュを使用した骨盤臓器脱手術後に発生した婦人科悪性腫瘍に対して手術療法
を行った 2 症例

さいたま赤十字病院 岡本修平
P 317 成人仙尾部奇形腫の一例

高知医療センター 仁科友里
P 318 希少部位子宮内膜症の癌化と診断した肝腫瘤の一例

長野市民病院 山本さやか
P 319 腹膜発生の成人顆粒膜細胞腫の一例

岐阜大学 西岡志歩
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17：30～18：30 ポスター：その他 症例報告 2 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 320 子宮腫瘍の様相を呈した子宮漿膜発生原発性腹膜明細胞癌の一例
宮崎大学 谷口愛友子

P 321 子宮頸部および子宮内膜細胞診が原発巣の推定に有用であった卵管癌の 1 例
トヨタ記念病院 小林太一

P 322 審査腹腔鏡検査で原発巣の特定が困難であった腹膜中皮腫の一例
岐阜大学 大塚かおり

P 323 婦人科癌原発の否定に難渋した乳癌による癌性腹膜炎の 1 例
刈谷豊田総合病院 永井 孝

P 324 女性生殖器原発の上皮性悪性腫瘍との鑑別を要した悪性リンパ腫の 2 例
済生会横浜市南部病院 橋本彩紗

17：30～18：30 ポスター：絨毛性腫瘍 ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

P 325 EMA/CO 療法中にニューモシスチス肺炎を発症した臨床的絨毛癌の 1 例
慶應義塾大学 今井愛理

P 326 絨毛性腫瘍における血栓塞栓症の発症頻度および関連因子の検討
名古屋大学 白崎茉莉

P 327 診断に苦慮した肺に限局した類上皮性トロホブラスト腫瘍の一例
久留米大学 坂田光太郎

P 328 右卵管妊娠に全胞状奇胎を認めた一例
雪の聖母会聖マリア病院 杉 悠
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公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム ポスターセッション

7月 18 日（土） 第 2日

17：30～18：30 International Session（Poster） ポスター会場（1F 大ホールB＋C）

ISP 01 Prognostic Impact of Clinicopathological Factors in Adult Ovarian Granulosa Cell
Tumors

Chonnam National University Medical School Seok Mo Kim
ISP 02 Eflapegrastim-induced Large Vessel Vasculitis in Patient Treated with Recurrent

Uterine Leiomyosarcoma
Chonnam National University Medical School Seok Mo Kim

ISP 03 Successful Treatment of Primary Non-gestational Choriocarcinoma of the Uterine
Cervix in a Postmenopausal Woman

Chonnam National University Medical School En Och Hong
ISP 04 A Microbe-Metabolite-Immune Axis Linking Bacillus megaterium to Antitumor

Immunity in Endometrial Cancer
Seoul National University Hospital Maria Lee

ISP 05 Two Cases of Meningoencephalitis as an Immune-Related Adverse Event（irAE）
during Pembrolizumab Therapy

Osaka Habikino Medical Center Mika Nagayasu
ISP 06 Mechanistic Insights into PLK1 Inhibition in Ovarian Cancer Using PROTAC-

Based Therapeutic Strategies
Soonchunhyang University, Cheonan Hospital Seob JEON

ISP 07 A Novel Algorithm Incorporating Thioredoxin-1 as a Complementary Biomarker to
CA125 for Ovarian Cancer Detection

Chungnam National University Hospital Mia Park
ISP 08 Clinical Outcomes of Immune Checkpoint Inhibitor Therapy for Cervical Cancer at

Our Institution
Juntendo University Nerima Hospital Saki Naito
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公益社団法人日本婦人科腫瘍学会
第 68回学術講演会プログラム（オンデマンド配信）

オンデマンド

教育プログラムC

トピックス 1 婦人科における遺伝性腫瘍症候群診療～リンチ症候群, HBOC から MGPT まで～
岡山大学学術研究院医歯薬学域臨床遺伝子医療学分野 平沢 晃

C 1 伝える，伝わるコミュニケーションのヒント～よりよい共同意思決定にむけて～
一般社団法人CSRプロジェクト 桜井なおみ

C 2 婦人科腫瘍診療における生命倫理・法的規制・経済的課題の要点
岐阜大学 鈴木幸雄

C 3 子宮頸がん・腟がん・外陰がんの薬物療法
がん研究会有明病院 温泉川真由

C 4 子宮体がんの予防・診断
大阪医科薬科大学 藤原聡枝

C 5 卵巣がん・卵管がん・腹膜がんの手術における合併症に配慮した周術期の準備につ
いて

福島県立医科大学 添田 周
C 6 卵巣の境界悪性腫瘍の診断と治療

金沢大学 安彦 郁




